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序

本研究は、科学研究費（基盤研究C)「中国伝統芸能の音曲と歌辞の関係についての

計量的研究」（平成16年～17年度研究代表者：上田望）の研究成果の一部をま

とめたものである。この研究課題は、中国各地に伝承される無数の芸能・演劇が各々ど

のように関わり合っているのかを､音曲と歌辞の面から明らかにしようとする試みであり、

1）音曲と歌辞に関するデータを文献や現地調査から収集し、これらを電子データ(MDI

ファイルなど）に変換して整理し、データベースとして蓄積する

2）分析プログラムを用いてこれらの電子データを処理し、音の連続性などいくつかの指

標から音曲の特長を計量的に分析する

3）長期的な目標としては、電子データのデータベースをより充実したものにした上で、

音曲の異同や歌辞の継承関係からみた中国の伝統芸能・演劇分布地図を作成し、伝統芸能

・演劇を総体的に把握する

という3段階の研究目標を掲げていた｡具体的な作業としては､まず『中国戯曲音楽集成』、

『中国曲芸音楽集成』などから中国南方の楽譜データを適宜選んでMIDIファイル化し、

音曲分析のプラットフォームとしてデータを蓄積していき、またそれと平行しながら中国

大陸や東南アジアで現地調査を実施して映像や文献資料を収集した。そしてこれらの音楽

を採譜．MmIファイル化し、採集したデータの特徴が中国のどの地域の楽譜データと近

いかをいくつかの解析プログラムを使って分析を進めていった。

この研究課題に関連して、平成'6年度にシンガポール（湯申津・九鯉洞廟)、香港（秀

茂坪.齊天大聖廟：金沢大学重点研究経費)、中国江蘇省南通・如皐市などの地点で芸能

・演劇の現地調査を実施しているが、特に江蘇省如皐市では継承関係がはっきりせず見分

けのつきにくい3タイプの芸能・演劇が隆盛を誇って市下にひしめき合っており、計量的

手法で分析するサンプルとして最適と考え、その後も調査を引き続き行ってきている。本

書ではこれらの3タイプの芸能．演劇の特徴と由来、親疎関係や上演環境について報告・

考察することとし、付録に今回、調査の過程で実施した上演者や文化行政担当者へのイン

タビュー記録、撮影記録した各種唱本の目録、またそのﾛ昌本の中から儀礼に関わりがあり

この地域で重要な意味を持つ唱本を選んで、その写真と整理した文字テキストを載せるこ

とにした。

以下本論部で述べるように、’）と2）については、実験的な目標をある程度は達成で

きたのではないかと考えているが、しかし、プロジェクト遂行の過程でいくつかの問題に

も直面した。たとえば芸能・演劇の音楽の文献資料については、『中国戯曲音楽集成』、『中

国曲芸音楽集成』などに膨大な楽譜が記録されているものの、市以下のレベルで採集地点

がきちんと記録されていないため、音曲の異同などからみた場合、現状では非常におおざ

っぱな伝統芸能．演劇分布地図しか作ることができず、詳細で膨大な地点の言語データを

基に漢語方言地図を作っている漢語方言研究のレベルにはまだまだ遠く及ばない。今後の

課題としては、多くの現地調査を積み重ね、詳細な音曲と歌辞のデータを蓄積していかな

ければならないであろう。

最後になったが、本研究の如皐市の現地調査に際しては北京師範大学漢語文化学院副教
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授で現金沢大学文学部助教授の朱瑞平先生にひとかたならぬお世話になった。朱先生は如

皐市東陳鎮出身で、特に如皐市の上演者とのコンタクトや唱本撮影、上演者のオーラルヒ

ストリーの整理などは朱先生のお手を煩わせたものであり、同氏のご助力がなければ貴重

な資料をここまで入手することは不可能であったろう。このほか、現地でインタビューに

快く協力してくださった楊斌氏ご夫妻、夏伯銀氏、冒建華氏、陳圓瑛氏、お名前をここに

は記さないが調査に協力していただいたこのほかの上演者や会首の方々、陰ながら調査を

サポートしてくださった朱先生の御令尊や御令弟の朱瑞忠、朱建華両氏、方榮國氏を初め

とするご友人の方々、本研究について貴重なご意見を賜った南通市芸術研究所の曹琳氏に

も深甚の謝意を表したい。

また、1990年に南通の童子戯を調査されている恩師田仲一成先生からは今回の調査に

関してご教示をいただいたほか、南通童子戯や江南の民間文芸に関する貴重な資料を諸々

ご貸与いただいた。シンガポールの福建目連戯調査や香港の潮州劇調査も田仲先生の調査

に同行させていただいたものであり、ここに謹んで御礼を申し述べたい。シンガポールで

は同行の笠井直美氏（名古屋大学国際開発研究科助教授)、中塚亮氏（名古屋大学文学研

究科博士課程3年）にもお世話になった。

データの解析については一度ならず林智氏（金沢大学文学研究科2年）の助力を得、同

氏の作成した音曲を解析するプログラムW-Enegyを使わせていただいた。音曲データの

採譜．電子化については田中譜美（金沢大学文学研究科2年)、シュクル・ラフマン（金

沢大学社会環境科学研究科2年）の両氏、唱本の整理については馬晴輔氏（金沢大学文学

研究科，年)から多大な協力を得た。ここにご支援．ご教示を賜った方々のお名前を記し、

心より謝意を表する次第である。

2006年3月 胴
記上田望
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一如皐市の沿革

我々は3回、如皐市で芸能・演劇に関する調査を行ったが、如皐とはどのような街なの

か、簡単にその地理的環境、歴史的変遷と現況を見ておく。

如皐市は長江下流の北岸に位置する歴史的、文化的に由緒ある城市であり、晴代に創建

された定慧禅寺や清初の文人冒襄の故居、水絵園など名勝古跡も少なくない。如皐市南端

の一部地域は長江に接しており、そこから海にも近く、長江を隔てて南岸にある上海や蘇

州、無錫などの大都市へも長距離バスとフェリーを乗り継いで2～3時間でこれらの都市

に到達できるなど、アクセスのよい場所と言えるであろう。

産業の面では早くから繊維工業などが発達した南通市に比べ、如皐は盆栽、食品加工業

くらいしか主力産業がなく立ち後れていたが、現在は如皐港に開発区を設け企業を誘致す

るなど、開発に力を入れている。

このほか、社会面では如畢市の長寿の多さと、初中等教育のレベルの高さが特筆に値す

るであろう。特に教育については中国で最も早く師範学校がこの地に創設されたことから

もわかるように（1902年如皐師範学校創立)、教育熱心な県として広く知られ、大学進学

率は全国でもトップクラスの実績を誇る。

‘如皐の行政区画の歴史を緒くと、この地が如皐県に昇格してから現在に至るまで、1590

年の歴史がある。西周時代、この地は海陽と呼ばれ、春秋時代には鄙と改められたが後に

また海陽に戻っている。漢代にはこの地に広陵、海陵2県が置かれていたが、東晋安帝の

義煕7年（411）に如皐県が初めて置かれることとなった。『太平簑宇記』に拠れば、県の

西北に如皐港があり、その側に如皐村があったことから、如皐の名が付いたようであるが、

なぜ「如皐」港、「如皐」村というかについては2説ある。一つはこの地が長江北岸の砂

州の上にあり、平らで見晴らしのよい土地であったことから、『筍子・大略篇』「其の曠

を望めば皐如たり」の言葉よりとって如皐としたという説と、もう一つは、「皐」を沼沢、

「如」を進むと解釈し、「沼地を行く」という意味から如皐と名づけられたのだという説

がある。南朝宋では海陵郡に属し、南斉もそれを踏婁したが、晴開皇年間には省かれて寧

海県に組み込まれ、唐は海陵県の如皐鎮とした。五代南唐の保定10年（952）に至って県
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に戻り、泰州に属した。宋は椎南東路に、元では揚州路泰州、明では南直隷揚州府に属し、

清に入ると雍正2年(1724)に通州が直隷州となり、如皐県はその直轄下に入った。清が

滅んでも如皐県のままであったが、1914年から1927年の間は蘇常道に区画された。1940

年、如皐県は南北を走る運河を境に東西に如皐と如西の2県に分割されたが、1945年、

如西が如皐県、如皐が如東県と改名された。1949年には蘇北行署区南通専区に属すこと

になり、1952年には江蘇省南通専区、1970年には南通地区に属すことに改められた。1983

年には南通市の下に組み込まれ、その後1991年に県から市に昇格するが、現在も南通市

の管轄下にある県級の市である。2004年の時点で人口は146万人、市下の鎮は23を数

える（,)。

二如皐市における童子戯現地調査概要

この2年間に行った調査の概要を記す。特に注目に値する儀礼や演劇・芸能の内容など

については個別にあとで詳しくみていくことにしたい。

第1回調査2005年3月13日～3月24日（上田望、朱瑞平）

1－①【写真1～3】

時間:2005年3月15日9:35～11:45

場所：通州市西亭鎮亭東（村）4大隊

上演者：陳永藺通劇団

上演演目：「陳英寶水」

会首名：4大隊12小隊の曹徳成、周徳昌ほか7名（7戸）

目的：太平会（消災保平安）

備考：午前中は仮設戯台の側にある「大聖仙師」の廟で消災保平安の儀礼が行われたよう

である（未見)。儀礼と演劇の上演をあわせた費用が480元、食事代などを含めると700

元になるという。このほかにも演劇の上演は数日間にわたって何本もあり、それを各小隊

で負担しているが、6小隊や9小隊のように1人で負担するところもあれば、8小隊のよ

うに22人（戸）で分担しているところもある。なお、西亭鎮は通州市中部の町。

1－②【写真4～6】

時間：2005年3月16日13:05～16:30

場所：如皐市東陳鎮湯潤村

上演者：楊斌通劇団

上演演目：「珍珠塔」

会首名：哀文山

目的：哀文山氏の岳父逝去30周年祭

備考：午前中には「鳳凰記」が上演されたというが未見。午後はもともとは別の演目を上

演する予定だったが、我々調査団に十八番を観せよういということで急遼、「珍珠塔」に

変更された。
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1－③【写真7～9】

時間：2005年3月19日13:00～17:20

場所：如皐市東陳鎮銭凌村4組

上演者：夏伯銀、冒建華

上演演目：「開壇」「張四姐」「金鱈記」

会首名：周榮書

目的：不明

備考：儀礼の部分は未見であるが、夏伯銀氏が「童子」として先に儀礼を執り行っていた

筈である。

1－④

時間:2006年3月23日13:30～

場所：如皐市山河村

上演者：夏伯銀、冒建華

上演演目：「金纒記」

会首名：秦永發

目的：青苗会

備考：無し。

第2回調査2005年8月27日～8月29

2－①【写真10～13】

時間：8月27日8:40～11:30

場所：如皐市東陳鎮山河村13組土地廟

N32．25'16.5''E120.37'28.4"

上演者：夏伯銀、冒建華

上演演目：「九郎官請神」「発表」「送駕」

会首名：本土地廟所轄の村民

目的：土地会

備考：無し。

2－②【写真14,15】

時間:2005年8月27日13:30～17:00

場所:如皐市東陳鎮山河村20組

上演者：夏伯銀、冒建華

上演演目：「劉全三逼記」「発表」「送駕」

会首名：史家元

目的：玉皇会

備考：無し。

日（朱瑞平）
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2－③【写真16～18】

時間：2005年8月29日11:20～17:17

場所：如皐市東陳鎮杭橋村4組

上演者：馬坤（楊斌通劇団）

上演演目：「開壇」「女鮒馬」

会首名：王国仁

目的：三回忌

備考：観衆99名。

第3回調査2006年2月13日～2月18日（上田望、朱瑞平、田中譜美）

3－①【写真19，20】

時間：2006年2月14日8:57～l1:35

場所：如皐市如城鎮城西郷何塁村7組17

N32｡22!47.41'E120｡30155.811

上演者：楊斌通劇団

上演演目：「察伯階」

会首名：何某

目的：女主人の姑（享年99）の死後42日目の回向

備考：回向であるため、仮設戯台の右手前に紙製の「輪子」が置かれていた。これに死者

の霊が呼び寄せられると考えられ､49日の回向が済むと燃やす習慣となっている。また｢轄

子」ではなくただの紙製の「箱子」あるいは「楼房」であることもある。上演中に3度、7

名の僧侶が訪れ、堂屋でお経をあげていた（毎回、5～6分程度)。観客は30名程度。

誤
矛

何氏宅

■■－－~鳴子
道路

3－②【写真21，22】

時間：2006年2月14日7:15～9:48

場所：如皐市如城鎮大殿村23組

－6‐



N32｡23!43.6"E120｡35'34.41'

上演者：楊斌通劇団

上演演目：「劉文龍求官j

会首名：曹保付、曹保鳳

目的：父親の十回忌

備考：父親である曹玉龍の10回忌のために息子の曹保付と娘の曹保鳳一座を呼んだとい

うことで、仮設戯台のすぐ、手前に置かれた卓の上には、亡くなった両親の遺影とお供物が

そなえられていた。当日はあいにく途中から雨となったが観客は30名程度。

鉦
，
７

〆〆遺影
ロ

菜園

道路

田畑

3－③【写真23～27】

時間：2006年2月15日12:05～17:05(13:20~

場所：如畢市東陳鎮洪橋居委会林昌宏家

N32｡24119．8''E120｡38119.9''

上演者：李徳宗

上演演目：「開壇」ほか童子戯の儀礼のみ

会首名：林昌宏

目的：身内の消災

備考：李徳宗氏が10:10に到着。傍文などは全一

飾り付けの準備に2時間近くかかる。会首林昌易

14:50は休憩）

備考：李徳宗氏が10:10に到着。傍文などは全て事前に書き上げられていたが、祭壇など

飾り付けの準備に2時間近くかかる。会首林昌宏氏に拠れば、息子や息子の嫁が交通事故

に遭ったりけがをするなどよくないことが続いたため、占い師にみてもらったところ、3

年続けて童子戯を呼ぶようにと言われ、昨年から李徳宗氏を招き、今回が2回目であると

のことだった。謝礼は1回、120元ということである。主たる参加者は林昌宏氏とその夫

人、息子の嫁の父親計3名、あとは数名の親戚がちょっと立ち寄る程度。なお、身体を刀

で傷つけて出血させる神霊降臨の儀礼も行われる筈であったが、会首が反対したため執り

行われなかった。
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3－④【写真28～29】

時間：2006年2月17日10:20～18:10

場所：如皐市如城鎮方荘村5組

N32｡25!20.0"E120｡35|39.71!

上演者：許逢銀、冒建華

上演演目：童子戯の儀礼及び「魏九郎救父」のみ

会首名：察文江

目的：消災

備考:10:20～10:45開壇・巫壇（請神）の儀礼。その後2kmほど離れた土地廟(N32｡25'

06.0"E120｡35112.5")へ許氏と会首が直接赴き、土地の神々を請迎（この科儀につ

いては未見)｡14:10～17:00まで冒建華による「魏九郎救父」の演唱。テキストは用いず。

夏伯銀氏の抄本と比べながら聴いたが、適宜唱詞を変えたり白を自在に加えながら演唱し

ている。5:05～5:40送神（許逢銀）5:50～6:10送神（許逢銀）
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三童子戯の上演環境と儀礼

そもそも童子戯とはどのようなものなのであろうか。「童子戯」として最初に脚光を浴

びたのは如皐童子戯ではなく、隣の南通市の童子戯であり、車錫倫。金篝・段儀三氏、沈

志沖・呉周翔両氏、曹琳氏、田仲一成氏らの先駆的で詳細な調査・研究がある(2)。

車氏は、南通県西北部及び如皐、如東県近隣地区の童子活動を調査し、これらの地域に

伝わるある種の迷信活動に従事する人々が「童子」と呼ばれ、彼らが執り行う消災降福、

駆鬼治病の「太平会」で演唱される歌舞、演劇などの伎芸が民衆に「童子戯」と呼ばれる

とし、これはまさに童子、童子戯の定義となるであろう。車氏の研究は、童子の性格と伝

承形態､童子戯の起源､そして太平会での個々の儀礼について紹介と分析がなされており、

童子戯研究に先鞭を着けたという意味でも大きな意義を持つ(3)。続いて発表された沈志

沖。呉周翔両氏の資料は、南通童子戯の儀式の文句及び「坐堂審替」の脚本を整理、収録
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しており、車氏らの研究を資料面で補完する。

曹琳氏にはフィールドワークに基づき南通県の童子の祭祀組織や儀礼、童子の家系（胡

氏）と伝承形態について考察した論文があるが、同氏はさらにそれらを発展させ、儀礼の

程式や科儀書、南通童子戯のテキスト「十三本半巫書」などをも網羅する著書を出してお

り、資料的価値も極めて高い。

また田仲一成氏は1989年と1990年の2回、やはり南通で現地調査を実施され、克明に

儀礼を記録しその一つ一つの儀礼の意味を道教儀礼や演劇史の文脈から分析、説明されて

いる。そして南通の童子戯を閨南の童占Lの要素、紅頭法師の要素を併せもつ巫術儀礼とし

て荊楚文化圏の基層文化の駆邪押黙の傑礼に位置づけ、古い時代には仮面の演出も有して

いた筈であるとする。また、南通憧子の消災会については、単なる駆邪押熱の巫術ではな

く、孤魂超度に重点を移した「建醗儀礼」に近いが、道士儀礼のように整った形ではなく、

紅頭法師の建醗の段階を反映するものであろうとする見解は、如皐童子戯の性質について

考えていく上で示唆に富む。

さて、曹琳氏、田仲氏などの先行研究に基づけば、南通童子戯の上演の場は以下の2つ

に分かれる。すなわち郷燃の系統に属し、定期的・集団的で規模の大きい「童子倣会」と、

堂傑の系統に属し個人が消災などの目的で行う「童子上聖」である。この分類は、如皐の

童子戯についてもほぼ当てはまると思われるが、田仲氏が1990年に調査されたような3

日にわたる大規模なものは如皐北部では殆ど挙行されないようである(4)。

この2年間で調査したものの中で、郷健系に属する童子戯は、前章の調査概要の番号で

記せば、1－①の太平会（通州市西亭鎮東村陳永蘭通劇団)、1－④の育苗会（如皐市

東陳鎮山河村夏伯銀)、②－1の土地会（如皐市東陳鎮山河村夏伯銀)、②－2玉皇

会（如畢市東陳鎮山河村夏伯銀）の4つであった。このうち夏氏が童子をつとめるもの

は､夏氏が法冠・法桾すら着けず坐唱するのみであり、祭壇の配置も簡素である(写真13)。

掲示される傍文は士地会に限らずだいたい同じ文面のものが用いられている。土地会での

梼文を以下に示す。

萬古傳流到如今人有誠心佛有感應敬神之後順利太平修設神壇奏為請三天門下

皆洪山堂法司亘古至今董素果品茶糖米美酒供獄請上中下天地三界諸神赴會祝敬

太平土地神會一堂家家發財鼠姓會首神聖保佑如皐市東陳鎮湯濁村山河村鼠姓會首

公徳敬神江蘇省如皐市管居住本方士地神界下（有六位姓名略）接會鼠姓人等信

士會首會首姓名組織會首姓名敬神之後家家發財倣會之後家家興旺二○○五年農

暦七月二十三日出傍傍文張掛

儀礼がここまで簡略になっている理由については士地廟の支持基盤が山河村13組に限

られ小さいことと、童子が夏氏であることも大きく関係していると思われる。今後、夏氏

以外の儀礼を調査する必要がある（1－①の儀礼は未見)。

堂像系では、1－②（如皐市東陳鎮湯湾村楊斌通劇団)、1－③（如皐市東陳鎮銭凌

村夏伯銀)、2－③（如皐市東陳鎮杭橋村楊斌通劇団)、3－①（如皐市如城鎮城西

郷楊斌通劇団)、3－②（如皐市如城鎮大殿村楊斌通劇団)、3－③（如皐市東陳鎮

洪橋李徳宗)、3－④（如皐市如城鎮方荘村許逢銀）がこれに相当すると考えられる。
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このうち、夏伯銀氏の儀礼は未見であるが、傍文などは土地会のものと殆ど変わらないの

でやはりかなり簡略化されているであろう。

楊斌通劇団は4度、その上演を観察しているが、そのうち彼らが童子として儀礼を行っ

たものは、2－③のみであり、その際は一座の馬坤氏が童子をつとめていた。馬氏は法冠

・法桾を着用し、祭壇には三界神の神像（菩薩軸とも呼ばれ、上界の玉皇大帝、中界の東

嶽大帝、下界の地蔵王）を掛け、十八の菩薩紙（神位）を並べて開壇の儀式を行っている

（写真17)。梼文は以下のようである。

敵建傍文神壇一所奏為萱古傳流傭以今檬南膳部蔀江蘇省如皐市治下東陳郷
杭橋村四組都圖甲人氏地名杭橋村本坊土地界下居住信士會首入市採辮金銭

紙馬明燭寶香全潴一口浪跳龍魚鳴難鳳鴨茶糖果品上素下萱酒禮三牲巫人奏請

三界之神三表三帖三天門下法鼓三ﾛ冬申奏公文祈保會首在會人等人口平安血財

興旺田禾茂盛五穀豐登生意興隆萬事如意乙酉年七月二十五日給勝會一堂鼠姓

人等（有八位姓名略）洪山堂法司巫人馬坤梼文張掛示行

楊斌氏はインタビューで、「開壇」などの儀礼を行うかどうかは顧客次第であり、人が

亡くなったときには僧侶と共同でやることがあると答えている。まただいぶ昔に亡くなっ

た祖先の祭祀や老人の誕生祝いなど慶事の場合は儀礼は普通やらないとしている。

李徳宗氏は、逆に「ﾛ昌書」はやらないと言っているように、童子として儀礼を執り行う

儀礼専門の巫師と言えるであろう。

事実、請神の儀礼のために準備される祭器、神像、対聯の数は南通の太平会に比べれば

少ないものの、筆者が今まで見てきた中では圧倒的に多い。壁に張り出される楴文につい

ても正傍、副傍、献楴など5帖もあった（写真24)。また南通のように鶏を殺す「開光」

の儀礼はなかったものの、師刀を用いて腕を傷つける葱依の儀礼も行うことができるよう

である。このほか、南通の童子戯は「孤魂」の神位や「孤牌｣、「孤魂堂」を設けるなど、

田仲氏が指摘されているように「孤魂超度に重点を移した建醗儀礼」の性格が濃いが、今

までの調査では如皐の童子戯にはこのような要素は見あたらなかった。

また、李徳宗氏にお願いして彼の帳簿を見せてもらったが、向こう4月までぎっしりと

スケジュールが詰まっており、顧客は主に東陳鎮など如皐市北部、東部の近くの鎮の在住

者であるが、隣県にも顧客がおり、しかも彼らの多くは林昌宏氏のように何年も彼に依頼

しているリピーターであった。これは如皐では童子による儀礼の需要が今なお多いことを

如実に示している。

李徳宗氏の師匠は海安市丁所郷陳荘村の田井雲氏であり、如皐童子戯と南通童子戯の関

係を考える上でも興味深いので、李氏の儀礼については許逢銀氏とあわせ別稿で論じるこ

とにしたい。

四上演者と唱本

3回の調査で会うことができた上演者は、夏伯銀氏、冒建華氏、楊斌氏（楊斌通劇団)、
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李徳宗氏、許逢銀氏である。

このうち、夏伯銀氏、冒建華氏、楊斌氏の3名には、特に時間を設けていただき、どの

ように童子戯の儀礼や「唱書」の演唱の仕方を習得したのかなどについて朱瑞平氏を介し

て詳細なインタビューを行っている（付録「如皐童子戯系列訪談」参照)。

まず上演者の童子戯及び唱書の習得過程であるが、このインタビューに拠れば、こちら

が予想していたよりも習得時間が短い。

夏伯銀氏は15才の時に地元では有名な童子、劉文和について学んでいるが、そのあと

服飾工場に就職したことから考えてもそんなに長く学んでいたとは考えられず、童子とし

てのキャリアをスタートさせたのは59才で退職してからである。冒建華氏は、26才から

この世界に入ったということであるが、最初は劉文和に半月、そのあと他の老先生から2

ヶ月ちょっと学んだということである。楊斌氏は、自分で「自学」と言っており、通州の

劇団の親方にスカウトされて劇団には入ったが、そこには1ヶ月しか在籍しなかったと＝、Fコ

っている。これらが全て事実だとすれば、舞台の上演（文戯に限定されるであろうが）あ

るいは唱書だけなら、速成が可能ということかもしれない。夏氏、冒氏、楊氏3名とも80

年代から90年代にかけて他の職業からのいわば転職者であり、これは80年代に童子戯に

は市場があるということで新規参入者が増えたと指摘する陳圓瑛氏の発言とも一致する。

陳氏が高く評価する如皐九華通劇団座長の楊建平氏も84年に劇団を立ち上げている。

但し、儀礼に関しては南通の童子戯の場合もそうであるが、習得が難しくそれなりの訓

練期間が必要なようである(5)。夏伯銀氏の場合、59才の時点で師の劉文和から唱うこと

は許しが出たが、菩薩を敬う（つまり童子戯の儀礼を行う）ことはだめだど言われたよう

に、師の要求も「唱書」より高いのかもしれない。冒氏も師から学んだのは「敬神」のと

ころだけだと言っている。李徳宗氏は6名の師についたと言っているので、恐らくこの中

では最も時間をかけて習得したであろう。

学び方は人によっても異なるようであるが、口伝、本を見て学ぶ、師匠から盗むなどい

ろいろなやり方がある。舞台上演ではﾛ昌詞は暗記しなければならないが、座して唱う「唱

書」の場合は、上演形態のところで述べたように本を見ながらでもよいので、本で学習す

るということも可能なのであろう。また、冒氏のように若い世代は録音したものを聴くと

いう学習方法をとっており、夏氏も師の劉文和のﾛ昌を録音したテープを持っている。

演じられるレパートリーであるが、舞台での上演を主とする楊斌氏の場合、舞台化粧を

して演じられるものは二十数種類と答えており、実際今までも彼らの出し物で同じものを

観たことはなく、レパートリーは少なくない。また、唱書の場合はどれだけ蔵書（抄本な

ど）を持っているかがレパートリーの数に直結すると思われるが、夏氏の場合は数十種を

自宅に所蔵し、冒氏も本を見て唱わないにせよ十数種の抄本をカバンに入れて持ち歩いて

いる。

夏、冒氏のレパートリーの中で南通の童子戯「十三本半巫書」と重複する内容のものも

あるが、如皐の童子戯には説唐物、楊家将物、乾隆帝物なども多くあり、これらの題材が

どこからやってきたのか、どのように成立したのかは今後の調査と研究に待ちたい(6)。

また楊斌通劇団も多くのレパートリーを有することは前に述べたが、南通の「十三本半

巫書」とは関わりのない「陳英売水｣、「劉文龍｣、「察伯階｣、「珍珠塔」などが上演され

る機会が多い。これらの作品は江南では有名で、芝居や芸能で繰り返しリメイクされてい
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るものであるが、何れも男女の別離や貞節、苦難の道行きなど構造的に似通ったものばか

りである。田仲一成氏は南通の童子戯の祭壇に孟姜女、趙五娘（琵琶記）黄桂香、祝英台、

藷素貞（劉文龍）の5人の烈女の像が作られていたことから「郷民が孤魂烈女を特に重視

していたことの反映」とするが(7)、実際に如皐ではその烈女に対応した作品が民衆に好

まれ、頻繁に上演されることは江南の基層文化を考える上で大変興味深い(8)。次に、

南通の「十三本半巫書」の中から「魏九郎替父請神」（九郎替父、九郎請神、進出朝、出

朝などの呼び方もある、以下、南通本）を選び、同じ内容を持つ如皐の「魏九榮出世」と

簡単に比較し、どのような点が異なるのか考察する(9)。

南通本に拠れば梗概は以下のようである。

唐の太宗が地獄巡りをした際に、「取経」「進瓜」「陽元勝会」の3つを行うことを約束

したが、3つ目の「陽元勝会」の約束を果たさなかったために､閻王は香山五嶽神を使わ

し唐の後宮に災いを引き起こす。そこで太宗は三界へ誰かを派遣して神々を招き、約束を

果たそうとするが臣下は誰も行くと名乗りでない。好臣李道宗は魏徴を推薦し、漸江金華

府蘭溪県東門で曹、李、蒸三夫人と暮らしていた魏徴が召し出されるが、魏徴は老齢を理

由に辞退したため太宗の逆鱗に触れ、死罪を言い渡される。魏徴の義兄弟、秦叔宝や程咬

金らが取りなしたために、死罪は免れるものの棒で打たれて一生牢へ入れられることとな

り、魏徴は血で書いた手紙を家に送り、自分の困境を知らせる。手紙を受け取った藷夫人

は激怒し太宗を恩知らずとののしる。

その頃、魏徴と藷夫人の間に生まれた第九子、魏九郎（名前は志成で天界の捲童星の生

まれ変わりという設定）は天台山の哀先生の学堂で勉強していた。魏徴を救うため玉皇大

帝から下界に遣わされた太白金星は一計を案じて九郎の帰郷を促す。帰郷を決意した九郎

に哀先生は天書と宝剣を贈り、夫人は金叙を贈る。帰郷の途上で九郎は金星が姿を変えた

老人に会い、三日後（三日後という期限は前段では触れられていない）に魏徴は命がなく

なると教えられる。途方に暮れる九郎に金星は自分の正体を明かし、鎖天帽、騰雲靴、降

龍索の3つの神器を贈る。文字通り飛んで家に帰った九郎は薫夫人から説明を受け、彼を

長安に行かせまいとする母親を振り切り、空を飛んで上京する。朝廷に闇入した九郎は定

身の法を使って武士を動けなくし、太宗の天文地理に関する難問に見事全て答え、三界の

符官に任じられる。九郎の願いで魏徴は赦免され、原職に復し故郷へ帰る。九郎は龍馬を

借りるため、身支度を整えて表を手に東海へと出発する。

大筋は、如皐の夏伯銀抄本（以下、如皐本）の「魏九榮出世」も同じであるが、主な異

同は、

1）登場人物名、地名の違い

如皐本では主人公の名前は魏九榮、南通本では魏志成であり、これについては曹琳氏が

校記①で「通州一帯の童子は魏九郎を魏志成と呼び、海安県一帯では魏九榮と呼ぶ」（'o）

と述べている。このほかにも、魏徴の他の8人の息子の名前、学堂の所在地や先生の名前

（天台の哀先生ではなく罠山の呂先生)、好臣の名前（李道宗ではなく王枢密）など細か

な違いは多い。

2）エピソードの違い
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香山五嶽神が後宮で災いをなしたという話は如皐本にはないが、南通童子戯の儀礼には

「斬五嶽」があり、南通本ではこれは欠かせない重要なエピソードと考えられる。また南

通本では、10日以内に魏徴の身代わりで誰かが三界に行くという設定に最初からなって

おらず、話の筋が通りにくい。また、如皐本では太白金星から水浴びを勧められた九郎が

凡体から脱するというエピソードがあるが、これも童子が身を清め、「請神」の儀礼を行

う上で重要な意味を持つように思われる。

3）表現の長短

九郎の人物像であるが、如皐本は九郎と藷夫人とのやりとりなどが長く、そのやりとり

を通じて九郎がいたずら好き、おちやらけ気味で少し乱暴者風に描かれており、程咬金な

どのようなトリックスター的なイメージがある。九郎と太宗が天文地理について問答する

部分は南通本の方が詳細であり、如皐本は省略もあるため意味が取りづらい。また末尾で、

九郎が父魏徴を牢から救い出し、魏徴が再び太宗に拝謁する段があるが、南通本は十数句

で簡単に描写するのに対し、如皐本は『千字文』の言葉を組み込んだ唱詞で詳細に描写し

ている。

このように見てくると、南通と如皐では、共通する童子戯の脚本もあるものの、登場人

物名など細かい点では異同が少なくない。ただ、ストーリー展開は殆ど同じであることか

ら祖本は共通であり、それが南通系と海安系などに分かれ、如皐北部に限っては海安系の

影響が濃いのではないかと考えられる。

五童子戯の音楽

次に音楽の面から如皐を含む各地の童子戯の関係や、他地域の芸能・演劇の音楽との関

連性について考察してみたい。

そもそも本研究課題は、芸能・演劇の音楽や歌詞を計量的に統計処理して各地の音楽の

関連性や継承関係を可視化し、その結果を芸能・演劇分布地図として投影できないかとい

う着想から来ている。

そのためには何よりもまず音曲を電子化し、比較分析できるだけのサンプルを集めたデ

ータベースを作ることが不可欠であり、『中国戯曲音楽集成』、『中国曲芸音楽集成』など

から適宜、演目を選んでその楽譜を入力し、Mmlファイルを蓄積していった。しかし、

これらの楽譜は正確な採集地点に関する情報がなく、おおまかにしか地域を特定できない

ため、この作業と平行して現地調査によって映像資料を収集し、そこから採譜してやはり

Mmlファイルを作成していった｡

これらのMIDIファイルをどのように分析するかということも非常に大きな問題である

が、これについては金沢大学文学研究科の林智氏に協力を仰ぎ、同氏が開発した音曲を解

析するプログラムW-Energyを使わせてもらった。これは、1)楽曲の中で、2つ及び3つ

の連続する音の変化移行パターン、2）楽曲の中での各音の出現頻度、を分析するのに大
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変有効なプログラムである（,｣)。－つサンプルを示す。

【グラフlW-Energyによる音曲の分析】
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この3つのグラフは、福建甫田の劇団が演じた目連戯から、「望郷台」と「目連破獄｣、

そして同じ劇団が演じた「赤壁塵兵｣、そしてこの劇団とは全く関わりのない安徽の目連

戯の音楽の4曲を比較したものである。

左上のグラフは、一つの曲の中で連続する2音がどのように移行したかを示すグラフで

ある。縦軸は出現頻度、横軸は横軸は音程を示し、1目盛りは半音で完全1度を中心とし

て右側は音の上昇、左側は音の下降を表している。

まず一目瞭然なのは、福建甫田の劇団の音楽は3曲とも似た変化のパターンを示してい

るのに対し、安徽の目連戯は同じ目連戯とは言え､福建の目連戯とはかなり異なっており、

同じ劇団が演奏する「三国志」の音楽の方が2音の移行パターンについてだけ見れば、福

建の目連戯にずっと近い。具体的に言うと、安徽の目連戯は、2音が変化しない「完l」で

ピークが来るのでどちらかと言えば平板な起伏のないメロディーであるが、それ以外の3

曲は左の長2にピークが来ているので、長2度下がりの移行パターンが特徴である。

右下のグラフは曲中に出現した各音の頻度を示しているが、安徽の目連戯はミの音を多用

するのに対し､福建の目連戯はしとソに上.－クがあり、明らかに違いがあることがわかる。

左下のグラフは連続する3音がどう移行したかを示すもので濃度で頻度を表している。横

軸は2音目の移行で右が上昇、左が下降を表しl目盛りが半音である。縦軸は3音目の移行

を示し、上が上昇、下が下降を意味する。大きなグラフは4番目の安徽の目連戯の移行パ

ターンであり、その下にあるのが左から福建の目連戯「望郷｣、「破獄｣、「赤壁塵兵｣、安

徽の目連戯となっている。3音の変化に注意しても福建の目連戯は2曲とも同じであるが、

三国は同じ劇団の演奏でも少し違いが出ている。
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数曲程度であればグラフを見て、その特徴や関係性を分析できるが、10曲、20曲とな

っていくと難しいため､それぞれのグラフの基となった頻度のデータをエクセルに出力し、

さらにそれをクラスタリングの理論を応用した「自己組織化マップ」によって、各音楽の

親疎関係を可視化してみる（12)。

【マップ1江蘇省の芸能・演劇音楽I
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これは江蘇省内の芸能・演劇の23曲の音曲を上述のl)、2)を指標に解析してみたも

のである。童子戯を中心に選んだが、童子戯と同じ演目を持つ他の劇種や、京劇なども試

薬として加えてある。プログラムは全体を4つ乃至5つのクラスタに分けることが適当と

判断しており、簡単に言えば、数値から見て似通った音曲が同一のクラスタ（グループ）

に属し、また曲と曲との距離が近いほど、関係性も濃いということになる。このマップを

見ると、左下のクラスタには海州童子戯の音曲が集中し、左上のクラスタには、「劉全進

瓜」を除く南通童子戯の音曲が集まっていることから、それぞれ南通系と海州系は一派を

なしていることがわかる。如皐童子戯はいくつものクラスタに散らばってしまっている。

冒氏の曲調はかなり特殊であり、採譜しにくかったこととも関係しているかもしれないが、

これだけで独立したクラスタになっている。また、楊斌通劇団の馬坤氏の唱は左上の南通

童子戯が集まったクラスタに分類されており、インタビューにもあるように彼らの劇団の

南通との関わりを示す傍証となるであろう。それ以外の如皐童子戯は右下のクラスタで塩

城童子戯、揚州香火などと一緒になっており、如皐童子戯の源流を音曲から考察しようと

する場合、南通地区に限定せず江蘇省中部にまで範囲を拡げてデータを蓄積していく必要

がある。
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【マップ2中国江南の芸能・演劇音楽】
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上記の23曲に選択範囲を中国南方にまで拡大して14曲を加え、37曲について解析し

たのがこのマップである。追加したのは健戯、目連戯系統の音曲であるが、童子戯とは関

係が遠く、左側のクラスタに如皐童子戯を除く江蘇の童子戯が集中する結果となった。こ

のクラスタには他省のものでは安徽省の目連戯しか入っておらず、データを見るとやはり

同音が続く傾向や、長2度下がりの移行パターンが目につく。ちなみに同じ目連戯とは言

え、各地の目連戯はみなばらばらに分布しており、地域間の継承関係は見出しにくい。そ

のなかで、福建の目連戯は現地で採集した曲と楽譜になっている曲が近い関係にあり、グ

ラフlで示したように福建目連戯独自のパターンを持っているようである。

六小結

現地調査で得た如皐童子戯に関する諸資料を南通童子戯の先行研究に照らし合わせなが

ら、上演環境・儀礼、上演者と唱本、音楽の角度から考察してきた。

儀礼からみた場合、南通の童子戯から比べると如皐の童子戯は呪術的な面が衰退してい

る面は否めないが、南通の童子戯で後から加わったと考えられる孤魂超度の儀礼がないな

ど、南通とは早い時期に分かれて別のかたちで発展してきたとも考えられる。またこのよ

うな儀礼が形を変えて復活し、如皐ではあちこちで行われているということ自体、驚くべ

きことである。

また上演者、つまり童子や通劇の劇団員については、改革開放後、急速にこの業界に身

を投じる者も増えていること、そしてその情勢に対応するために行政（文化局）もさまざ
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まな策を講じていることなどがわかる。如皐の童子戯の抄本と南通の抄本との違いについ

ては、間に石印鼓詞などが介在している可能性もあるが(,3)、如皐と南通とで共通する祖

本からそれぞれが自分たちの上演環境に合わせてテキストを改変してきたことは間違いな

い。また所謂「十三本半巫書」以外の演目についても、その地域社会における意味とあわ

せて今後、テキスト分析や伝承形態を考察していく必要がある。

音楽面から見ると､童子戯の音楽は江蘇省内においても独自の一派をなしている一方で、

南通、如皐、海州など各地域で伝承される音楽には個性があることがわかった。それぞれ

の継承関係や伝播ルートなどの解明は現時点では難しいものがあるが、今後、南通地区を

越えて正確なデータを集め解析することで、新たな側面が見えてくる可能性はあるであろ

う。

最後に、以下は今回の調査の感想に近いが、如皐で調査を実施した後、筆者が南通童子

戯の研究から事前に得ていた童子戯のイメージは大きく変化した。南通の童子戯は儀礼・

演劇など諸々の要素を含む総合芸術（芸能）であるが、如皐の場合、童子戯は極端に言え

ば儀礼専門、演劇専門、唱書専門の3タイプに分かれてしまっている。これは改革開放後、

ぞれぞれの分野で需要が生まれ、その需要に応えるため、供給側も特化していったことが

一番の原因であろう（習得期間が短いことも関係している)。

また本論文の中では「如皐童子戯」という言葉を頻繁に用いたが、如皐という行政上の

地域の枠組みで考えることについて若干、疑念が残っている。如皐の上演者は南通を初め

他の地域の師匠から儀礼、テキスト、音楽などを学ぶ一方で、自身や弟子を含め如皐以外

の地域にも活躍の場を求め、また営業活動を展開している。これまでも如暴の童子戯は儀

礼、テキスト、音楽ぞれぞれ別個に各地と交流し独自のスタイルを築き上げてきた節があ

るが、今後はますますジャンルや地域の垣根を超えた交流と融合が進んでいくと予想され

る。「越境」しでいく現代中国の伝統文化、大衆文化をどのようにとらえるか、これは21

世紀の我々にとって大きな課題となるであろう。（完）

【注】

（1）如皐市の沿革については『江蘇省如皐縣志』（清楊受廷他修馬汝舟他纂擦清嘉慶13

年刊本影印本臺湾成文出版社1970『中國方志叢書・華中地方」所収)、『如皐県志』

（江蘇省如皐市地方志編纂委員会編香港新亜洲出版社有限公司1995)、『如皐市交通

旅瀞図』（山東地図出版社2003年版と2004年版）を参照した。

（2）南通童子戯の研究は以下の文献を参考にした。車錫倫・金蓋・段儀三氏「江蘇南通的童

子会和太平会」（『東南文化』総71期、1989※この資料は田仲一成氏よりご恵投いただ

いた)、沈志沖・呉周翔捜集『童子会資料』（『民間文芸季刊』89-31989)、曹琳「江海

平原上的古健余風一南通童子祭祀活動概覧一」（『民俗曲芸』第70期、1991)、曹琳「蜆

教傳人一南通童子胡錫蘋」（｢民俗曲芸』第117期1999)、田仲一成「江蘇省南通県の憧

子戯」（田仲一成『中国巫系演劇研究』（東京大学出版会、1993)第2章即851-944)、曹

琳『江蘇省通州市横港郷北店村胡氏上童子儀式』、（施合鄭民俗文化基金会1995民俗

曲芸叢書所収)、『江蘇省南通市間東郷公園村漢人的免災勝会』（施合鄭民俗文化基金会
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1996民俗曲芸叢書所収)、『江蘇南通童子祭祀儀式劇本』（施合鄭民俗文化基金会2000

民俗曲芸叢書所収）を参照。

（3）車氏はその後、江蘇北部や安徽などに跨って見られる「香火神会」という民俗文化活動

の中に童子戯を位置づけており、童子戯の誕生と変遷を考える上で興味深い。「江蘇北部

的香火神会､神書和"香火戯"(提綱)｣(『信仰･教化･娯楽一中国宝巻研究及其他』所

収臺北學生書局2002)参照。

（4）通劇団の団長楊斌氏は、大規模なものは如皐南部で南通に接する地域に多いと述べてい

る。「楊斌訪談紀要之一」参照。

（5）注2前掲曹琳論文には老童子胡錫蘋氏がどのように父親から学んだかが詳しく記されて

いる。

（6）冒氏は、インタビューの中で祖先を祭る場合には「楊家大祭祖」を唱うなど、上演の目

的と場が演目の選択にも関わってくることについて言及しており、「説唐」「楊家将」な

どは他の芸能・演劇にもよく取り上げられるが、如畢の場合、単なる娯楽と見ない方が

よいであろう。

（7）注2前掲田仲書p862参照。

（8）「楊斌訪談紀要之二」で楊氏の夫人は、十数年前､彼らが演じた戯文の内容とある老夫

人の生活経歴が同じだったためにその女性が気を失うくらい泣いたことがあったという

エピソードを披露している。何の演目かはわからないが、彼らのレパートリーの傾向か

らして恐らく「珍珠塔」などであろう。如畢市は建築関係の技術者を輩出することでも

有名で現在も出稼ぎの人が多く、上述のレパートリーはこの地域の人々の琴線に触れる

作品なのかもしれない。

（9）このテキストは南通童子戯の「十三半巫書」の8番目にあたり、注2前掲曹琳『江蘇南

通童子祭祀儀式劇本』には通州市の抄本を校訂したものが収録されている。

(10）注2前掲『江蘇南通童子祭祀儀式劇本』pl68参照。

(11）田中譜美は「蘇州弾詞流派唱腔「馬調」・「命調」の特徴と変遷」（金沢大学文学部平成15

年度卒業論文）で蘇州評弾の各流派の音楽を分析するのにこのW-Energyを使用し、大き

な成果を上げている。

(12）今回、使用したプログラムViscover)SOMineはクラスタリングの1手法である自己組

織化マップ(SOM:SelfLOrganizingMaps)のコンセプトとアルゴリズムに基づいており、

複雑なデータをその類似に基づいて配置し特徴をマップで図示してくれる。

(13）大塚秀高氏は南通童子戯の抄本が、民国初期に上海の椿蔭書荘（局）などから石印鼓詞

として出版されていた事実を明らかにしている。大塚秀高「中央研究院歴史語言研究所

傅斯年図書館所蔵の「石印鼓詞」について一「石印鼓詞」と「童子戯」（『養養』第8号

2000）参照。
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中国伝統芸能の音曲と歌辞の関係についての計量的研究
基盤研究(C)課題番号16520203平成18年3月

如皐童子戯系列訪談

凡例

1）本記録は、2005年3月と8月、2006年2月の計3回にわたって、朱瑞平氏が如皐市在住の

上演者夏伯銀氏、冒建華氏、楊斌氏及び如皐市文化局の陳圓瑛氏にインタビューした内容を文

字化し整理したものである。

2）インタビューはすべて如皐方言で行われており、わかりにくい方言語彙は固有名詞を別とし

て普通話に改められている。

3）上田が用意した質問事項は、①どのように童子戯の儀礼や「唱書」の演唱の仕方を習得した

のか、②どのようなレパートリーを上演（演唱）できるか、③どのような場・機会に上演を行

うか、④童子戯と祭祀儀礼の関わり、⑤童子戯と他の演劇との関係、⑥「唱書」の節回しの特

徴、などである。また、如皐市文化局の陳圓瑛氏には行政の立場からどのように童子戯を含む

芸能・演劇を指導し管理してきたのかについて自由に語っていただいた。

4）インタビュー自体はどれも長時間にわたるものであるが、質問事項及び童子戯と関わりのな

い部分については割愛した。

上田望記
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如皐童子戒系列坊淡之一

夏伯恨坊淡妃要

吋同:2005年3月22日晩

地点：江赤省如皐市末除慎山河村夏伯恨家

采坊人：朱瑞平

被釆坊人：夏伯根Ⅱ

在場：朱弟瑞忠、夏妻

整理人：朱瑞平

朱：祢圦什公吋候升始唱名？

夏：59歩，退休（升始)。原来15歩的吋候眼文1文和学了一年多。后来不倣，因力倣童子戒是低品。

朱：文1文和也是唱的童子戒？

夏：文1文和唱的就是本地戒（童子戒)。在本地超泣他的人是没有的。我也到如皐去考泣，文U文和

叫我去的。

朱：迭是什公吋候？

夏：59歩的吋候。第一次我不曽敢去考。全如皐49↑公社（的童子戒芝人）全都去考，女1文和考

的共等。文1文和吐孔子回来叫我去考，他悦我的唱腔迩弓弓虎虎，現在可以倣了，但不杵敬菩夢，

就是唱本地童子戒。

童子我一共三十品稗：有穿尤抱唱的，在舞台上拉幕，表演堆就是什公祥的一十人出来（指完

全化牧)；有演唱的，比如5十人上合去演唱｡我ｲi]迭祥的属子清唱（指表演者穿常服，不化牧，

坐着唱甚至看着令唱)，函小人三ｲ､人都可以倣。迭是如皐本地的清唱。

演唱有三十品稗（意指流派？地方名家？）：願膳子，叫願盤（音)，栃建平，宿汝根（音)。

我在如皐新密（如皐地名）人民居り場得泣笑的嚥，我通有演員柾，述有令牌几（指演出柾）桂在迭

里，在房同里。

朱：等一会ﾉL我看一看。

’夏伯恨已姪七十多歩，明力不恨好。
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夏妻描活：得的奨桂在他房同里。

夏:在白蒲后面的新審人民居り場(演出)，大概有1500多人看会(按:如皐方言把童子我表演ﾛﾘ“倣

会")，実一決五角桟一雅票，銭属子居り場得的，（文化）局任都参加。（有恨多当吋領尋及地方名流

参加)。在表演当中，張恨泰（音)，他是↑老同志，唱得也是不措的，他在合上吋有点怯場了，打

蓮花落没有打起来（指忘同或没有現輪出同来)。

那公我迭令班（指表演的組合）有花園（如皐地名）的小女咳，有菅房（如皐地名）的文1国美，

但是我在其中，我児沢得多，我不伯。男外要望空（指不看唱本）唱半十小吋。那几令該子担心，

但我在拶鼓的伴奏下唱了40分仲。大家都鼓掌。想不到到了第六天，没笑，思共只有六十笑，（荻

笑的）有願膳子、栃建平、宿汝根，包括我，別的不氾得是堆了。50決銭的笑金，我悦銭我不要了，

該子ｲi]掌去。我把笑状圦白蒲（如皐地名）背回家，我心里非常満意。別悦50",掌500決向我

突一十笑状也芙不到的。

迭是如皐的叫童子戒。童子戒是属子南通。南通的有介叫隊建ﾛ巴，是一十“失家”（意指最有

名的，或班共)，迭就是南通的通居リーー他ｲi]唱的。

本地清唱的迭↑我我出世以前就唱,那吋候対文和的姐姐叫段家四ル文1文和的外弥ﾛﾘ仲明高，

他那令吋候唱唐僧取姪，蛮漂亮的。

朱：苅文和迭十人已姪故去了？

夏：故去了。84歩。已錘故去6年。

朱：祢当初是信公学的？是学几部戒喝？

夏：也是唱迭十戒，就是清唱。

朱：ヌリ文和也是清唱？

夏：也是清唱。他是第一名，整十如皐没有人比得上他。后来年妃大了，述帯着両令女咳ﾉL(指徒

弟)，一十是王琴，柴湾（如皐地名）的，一十是湧湾（如皐地名）后面王有貴家的（女ﾉL)。那吋

候我迩没有倣会，我在家隊服装「（工作)。我那一次去看，両↑女咳要他唱，他唱了一十“屠失

几”（指正戒之前的升場唱段)。女1文和的“屋共几”是迭公唱的一一他悦：“好的ﾛ阿小秋（按：如

皐方言用作対咳子的愛称）咬,我年妃大了”－我也在那里看会,就在夏尤美家迭里,他唱的“屋

共几”是迭祥的：

我上得合来何堆念喚

我看児娼炸菩夢把今噴来尖（指振噴）

-31‐



我同他娼炸噴尖着倣什的（按：如皐方言指，倣什公）

一一我元気不足咽就不能念

迭令蝿炸菩驍是十尖噴。該子ｲi]明到他迭祥的活,iji:"参参（按：方言指令令）祢到一迪去ﾛ巴，

辻我侠(唱)｡,'然后是該子伯唱。

述有一十“屋共ル"，他是把眼泪唱下来的。他迭祥：“咬一同胞ｲi]I阿1文1文和年妃老了咽，

我来念ｲ､屠共ﾉL祢斫一下ﾛ阿・

（我係）一寸光明一寸金（喚）

寸金唯英寸光明

有吋一日光阻落

要挨光明没女&尋

迭就是対文和的腔。他堆也比不上，是第一名，唱得好。

那公男ﾘ的有的穿尤抱，唱的通居り，有的唱的黄梅戒。在我班子里迩是通居り好研。

朱：祢59歩退休以后是又距他学了一段，述是宜接去唱的？

夏：我也眼他学了一部分。

夏妻描活：退休以后就一宣倣迭小，文1文和也和他一起（搭班子）去倣。

夏：我ｲi]一起去倣，在ﾇ元（如皐地名),204国道。別人斫我的唱腔，就像文1文和一一“我係要投

光阻就没赴尋"，他迭一句把眼泪唱下来的。

朱：祢ｲ｢]－－包括文ﾘ文和一唱迭称名全部用如皐活？

夏：全部如皐活。迭是如皐的本地戒。要超泣文I的是没有。

朱：祢ｲi]平吋一起搭班子是几小人？

(夏之次子遊房同来打招呼）

夏：一十人唱的比較多，是清唱的，也有西ｲ､人，最多三ｲ､人。在我手里已瑳六小女該子走了。菅

房的洪小燕現在是団-K，（朱：自己拉了↑班子｡）弛唱的通居り。王宝恨嫁姶人家倣娼娼，地也在唱。

吉小梅也在外面唱。女1文和的佳女ﾛﾘ六美，嫁到如末（具）去了，也在倣，地ｲi]都在倣。

夏妻描活：都和我家老共一起倣泣的。
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夏：和我倣的迭些女咳述是不錯的，狐狐ﾛﾘ的。

朱：像我ｲi]迭里一般是人家里倣什公事情的吋候清祢去唱会？

夏妻描活：（死了的人）辻周年（忌日周年記念）也清人唱会，唱戒。喪事一一

夏：徹太平会。

朱：（前天）在五大臥唱的是太平会？

夏：青苗会。単独的人家里清了倣，唱一本名，属子太平会。青苗会是十来戸人家合起来的。青苗

就是土地姓会｡太平会清三界（神)，青苗会也清三界一天上是玉皇，民同的是末岳菩夢，最底

下是地藏王，地藏王就是幽冥教主。傲会只有両十品秤，一小是清唱，一介是演唱。演唱的吋候是

三四五人，爬在高台上演唱。（朱：那要穿衣服？）鳴，ロリ演唱。

朱：演唱穿衣服不？

夏：不穿（戒服)。

朱：有没有劫作？

夏：拉幕就和戒園子一祥。上海的四小大舞台都是拉幕的，現在的南通通居り班子也是拉幕唱的。堆

演堆出来了就是准。（以下一大段淡《況香救母》的具体刷情去了，圦略｡）我迭里述有一十文1文和

的磁帯。

朱：我斫9斤看。

夏：（掌最音机，技磁帯｡）

朱：祢ｲi]平吋唱得比較多的是梛几本名？

夏：現在錘常唱的是《九郎官出世》、《借弓》、《借鞍》、《借鞭》、《瀞十八夫》。

朱：有没有唱泣《三国》的戒？
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夏：没有。只有《天｢]陣》、《夛通扣北》迭些苓。

朱：祢ｲi]剛汗始学的吋候都是照令唱？

夏：是的。

朱：令都是泣去的老名？

夏：我的都是照泣去老苓抄的名。

(描活是共干磁帯不能播放的原因）

夏：乾隆皇帝，美奈、共西。下南唐的那些名現在不信公唱了。一下南唐高金宝，二下南唐文ﾘ金定，

三下南唐栃七郎，四下南唐混銭大采。那些名現在不唱了。

朱：像迭些福根任吋同不唱是不是也会忘氾？

夏：也忘。我ｲi]是要照苓唱，不照令弄不起来。只有文1文和他不要看令，其他大多数都要照名唱。

現在有些名不怠仏唱了，現在斫令的人少了。先前的吋候一班年妃大的人就喜炊斫迭些名。夛通招

北ﾛ阿，降妖ﾛ阿，苅状元掌葵花拍帯星Ⅱ阿……（以下大段淡夛通故事的具体情枯，夛通嬰妻番邦事，

圦略｡）

朱：休平吋姪常悦的令有几本？

夏：名我有ｲ艮多，有几十本。

朱：我看看祢的名。

(遊臣卜室看笑状、照片等）

夏：我在（照片上的）最北辺，穿黒衣服。

夏：（搬出一十木箱子，里面全是唱本，大釣有三四十秤｡）

夏妻描活：都是老名。
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夏：有些也不是我抄的，是清人抄的。清表叔季林杯（音）抄的。

朱：有没有刻的？

夏：没有。

朱：文1文和有没有梧？

夏：他没有名。

朱：祢ｲi]唱的苓有七字句，也有十字句？

夏：是的。

朱：有没有別的（句式）？

夏：没有。

朱：十字的是三一三一四？

夏：是的。（凄出一些十字句倣例子）

朱：偏公唱的？

夏：（示萢唱十字句）

朱：七字句的呪？四一一三断？

夏：（示萢）就迭久唱法。

朱：像迭↑《金燭氾》唱完要多任吋同？

夏：西三十小吋。唱二檮不一定，三十小吋四ｲ､小吋都可以，主要看敲拶的慢与快（投与短)。

朱：祢和別人的唱腔里有没有差男I？
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夏：有ﾛ阿1各唱各的。不同。

朱：迭矛中不同是因方肺傅不同，述是自己剣的？

夏：自己唱的不同。祢悦通居り也有的唱得不好斫，也有的唱得好I斤・

(以下一段飼淡，圦略｡）

朱：迭些お都是多年以前抄的？

夏：都是好多年前的事情了。

朱：明天几点升始？祢ｲi]一般几点紳升始？

夏：上午不暁得唱不唱。他付]家唱両本名。迭些令現在的咳子都泊唱，太長了，字也小。

(以下一段一起看名，悶淡，圦略｡）

朱：抄迭祥一本二悟要几天？

夏：三天。

夏妻描活：三天迩要再加几↑晩上。油瓶倒了也不扶。

夏：（力抄令）吃得苦恨大。

(以下一起翻看抄的令，夏湊唐僧取姪的名文，圦略｡）

-36‐



如皐童子戒系列坊淡之二

冒建隼坊淡妃要＜之

吋同:2005年3月23日下午

地点：江弥省如皐市家隊慎山河村秦永没（当天会首）家『]前

釆坊人：朱瑞平

被釆坊人：冒建隼（女）

整理人：朱瑞平

朱：祢ﾛﾘ什公？

冒：我ﾛﾘ冒建隼。

朱：祢今年多大？

冒：我今年35周夛。

朱：祢圦什公吋候升始学唱童子戒？

冒：圦26歩。

朱：最早眼堆学？

冒：眼文1文和老先生。

朱：嗅！祢也是眼女1文和学的。祢信公想学迭令宗西的？

一

〉

冒：我当吋圦単位回来，一吋没有工作。我看到其他一部分人在遊行迭攻文乞活劫，我感覚到中老

年群余有一部分喜吹明南通地区的通居l，我就学了迭小。而且我小吋候也喜吹唱，喜飲文芝活劫。

朱：祢眼女1文和学了多任吋同？

冒：距女ﾘ文和学了半ﾉﾄ多月，然后又眼別的老先生学了函令多月。
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朱：他ｲi]教的吋候主要教什公？是教唱腔述是別的什公？

冒：我只是眼他ｲi]学了敬神的泣程一一敬天地三界的菩夢一侭公敬法，就是“升転"。我ｲi]要先

卉転，升転完了就唱名，唱二信完了再送表一一送神。

朱：在毎小人家都是迭令程序？都升転？

冒：升転就是清弩，清菩夢到会場里来（接受礼敬)。唱完了再没三道表，到天界、阻界、幽冥地

界。我打]唱会整十辻程就是迭祥。

朱：祢的唱是距堆学的？

冒：距磨共（如皐地名）的ﾘ市傅后面学的。

朱：是正式奔肺述是搭在他ｲi]的班子里学？

冒：眼在り而傅后面走，在妻隊表演中学。升始研，然后有感覚就自己上去唱一段。如果汎炊能鱸接

受体，就可以継袋唱下去。

朱：剛升始是照令唱？

冒：照苓唱。リ而傅有吋候也照苓唱。

朱：照名唱悦允杵？

冒：也允杵，但是祢要唱出自己的感情出来。唱出名中的人物情令、悲居I喜刷的感情出来，祢要全

身心投入姓去，要根据令中的人物和他的錘厨，喜和悲都能唱出来。如果悲哀的地方祢能流泪了，

就悦明祢唱到家了。如果祢唱的汎食没有什公感覚，他就不会再斫祢唱了。

朱：祢覚得祢ｲi]的唱腔方面不太夏奈是ﾛ巴？

冒：不太夏奈。但是毎十人都有自己的特点。

朱：毎小人的特点是根据自己的声音？根据祢肺傅的特点？述是根据体自己的什公？祢覚得毎小唱

腔的音示風格和什公最有夫系？
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冒：毎十人唱的音示的風格眼他自己対名文的理解、対師傅唱得好的地方的感受，多方面的（都有

失系)。

朱：基本上没有人一祥，即使唱同一本名，毎小人都不太一祥？

冒：有相似的地方。基本上毎十人都有自己対名文的感受。毎小人的生活錘厨不同，他対括中人物

的遭遇也有不同的感受，最后唱出来的感覚也不同。現炊能坐在迭里9斤祢唱，覚得祢唱得精彩一一

有吋候精彩也不等子祢的音辰好一一祢就能感劫他一一感情投遊去了。

朱：昨天我9斤悦文1文和唱几句就能把自己的眼泪唱下来，祢有没有迭祥的姪厨？

冒：我也有。不但我自己能鱸感劫得眼泪下来，別人的眼泪也下来。但是有的名文可以，有的不能。

朱：現在一般人家喜吹点的是明肌本名？其実有吋候主家不是恨憧的。由祢ｲi]逸拝的活，祢ｲi]一般

会帯他ｲi]逸什公令？

冒：我ｲi]根据他倣的什公事（力什公倣迭令会),帯他逸拝名文。

朱：迭里是分美的？

冒：就是悦今天倣的喜事，比如悦有人泣生日噛，平吋求家人一年的平安唯，大家湊桟（倣会）求

風洞雨順ﾛ阿，五谷羊收咽，保佑全年收成好ﾛ阿，家家都没財ﾛ阿，我ｲi]就唱喜庚的名，到最后結果好

的括（指大団圓結局的二悟)。

朱：那些結果不太好的悲居り什公吋候唱呪？

冒：悲刷一般不是一介人家傲的，是大家湊桟合倣的。也根据斫名人的喜髪，他ｲi]如果要明一十悲

居ﾘ，比較苦的，能打幼人心的，我ｲi]就唱。述有像人家有人去世了，表示記念一下，可以逸迭祥的

名文。比如《孟姜女送寒衣》嘘，《秦秀梅吊孝》唯，迭些都是属子記念性辰的名文。通有《栃家

大祭祖》、《小祭祖》ﾛ阿，都是妃念祖宗的，表示対祖宗的一片哀思之情。

朱：迭公多年祢圦共到尾唱辻的名（全本名）大概有多少秤？十年向唱辻多少秤？

冒：四五十本名。

朱：現在大概毎年忌共要唱多少本？像今天可能是商本，明天可能是一本。一場有些是一本，有些
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是両本，一年里大概要唱多少本？

冒：最多三百多ﾛ巴。因力太多嘆子也吃不消。

朱：汎炊一般人数有多少？平均人数？

冒：最多的吋候几百人也有的，前几年。最近少了。人佃的生活水平提高了，有屯視了，有沖古。

迭些喜愛古名文的人有些去世了，年経的一代喜玖所流行歌曲什公的，他ｲi]不憧名文里也有精彩的

部分，没有美注名文里面的末西。其実迭些名文和黄梅戒、京居り的名文都是通的，宮是七十字、十

令字，是有規律的。

朱：根据祢的了解，整十如皐市大概有多少人在倣迭ｲ､行血？

冒：可能有几千十人。2

朱：几千十人？有迭蛮多？

冒：有有有。

朱：家隊（槙）有多少？

冒：有七八十。

朱：我先何到迭里。祢述有男I的什公要姶我介詔的？一夫子祢ｲi]的演出，夫子通刷。

冒：我有。迭句活我一宜根想垪。在祢来釆坊以前，我就想，力什公我ｲi]通居り没有像末北二人蒋一

祥走出我ｲi]通州（指南通),辻全国人都知道？我就想泣迭祥的向題。如果有媒体能辻通居り走出通

州，就是一稗ｲ艮大的精神安慰。

朱：我覚得祢想得比較近。通居I流行萢囹小，不像二人蒋，在整↑末北地区都有。男外，在越本山

以前,也根少外地人知道二人鍵｡一十地方居り秤要想走向全国,一定要有天オ演員的出現｡男外(童

子戒）唱本向題也比較多，要走向全国，属子旧吋代的不合吋宜的末西要改。所以要走想全国，居I

本要改鋪，要有新副本；演員要提高表演素辰，オ能吸引比較多的汎余。作力普通演員，祢能意枳

到迭些向題，恨了不起。大家如果都有祢迭祥的意枳，能努力，可以悦能鱸在未来的地方戒里有一

席之地。（以下淡通居り居り本的存在向題，圦略｡）

2据初歩佑汁，迭十数字底咳是三五百人。
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冒：（以下淡蓮花落的創作向題，圦略｡）
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如皐童子戒系列坊淡之三

冒建隼坊淡妃要＜之二〉

吋同：2005年8月27日下午

地点：江蒜省如皐市末昧慎山河村史加元（当日会首）家『]前

采坊人：朱瑞平

被釆坊人：冒建隼

整理人：朱瑞平

(釆坊升始前姶被采坊者一价采坊提鋼。以下向題部分児子提鋼｡）

朱：清淡淡祢学刃唱二捨的経厨。

冒：夫子学刃唱名的瑳厨。力学刃唱名的基本技未，大概要両ｲ､多月。以后要姪泣自己的努力，自

己磨錬，在実践中学刃人家的任姓，取任ﾈﾄ短，加上自己的特点。

朱：祢具体是信公学的？

冒：也有眼老師学的，也有明磁帯。

升始学刃，主要是熟悉令中的内容，逐有古括中的一些文吉同，不憧的要理解。不理解就唱不

出感情来。

朱：休有没有徒弟？

冒：現在没有。現在没有人学。現在年経人喜吹流行音示，対泣去的文化芝木没有妥趣。現在的人

吋同也緊張。現在没有人想傲徒弟。但我想辻官偕下去。我想吐我以后的子弥了解我唱令的姪泣，

了解お文中主要的地方。我唱的迭些令都要保存下来。

朱：作ｲﾛ唱的吋候要泙格按照唱本喝？

冒：対唱本的処理，如果是清唱的活，是一十人唱，比較随便，可以改伺。如果是表演唱，是穿花

抱的表演，就不能随便改劫苓中的同，也不允杵夛喋。
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朱：現在祢能唱多好稗令？

冒：現在能唱的名文，像我高中牢並，基本上有名就可以唱。几十本，上百本，都可以的。

朱：如果是一本新括，唱腔信公決定？

冒：根据括中的内容。

朱：唱腔有没有基本固定的唱腔？

冒：有。

朱：有基本的唱腔，再根据名文的内容友拝。包括里面増加的名文以外的内容，比如解粋性的活？

冒：根据内容増加相同感情色彩的同。表情、悟吉都要体現出（与令文内容一致的地方)。唱到喜

悦的地方就是喜悦的腔凋，唱到苦的地方就不能把苦的腔凋放奔，要有悲腔。有悲腔，有平腔，述

有行路渦一一表示在路上，在行程中的腔凋，述有叙事的凋法一一叙事渦比較流暢的，恨快就唱泣

去了。苦腔就要慢慢地唱，一十字可以娩誌唱几次，起伏比較大。

朱：嗅・祢継禁下面的同題。不好回答的向題祢跳泣去没有夫系。

（什公吋候表演？）

冒：表演的吋同｡像我ｲi]唱名大多数是力人家敬神而唱名，比如人家泣生日，建了新房庚祝一一"上

圓”（落成)，可以傲迭祥的活劫。

朱：如果是泣生日、建房子上圓（指房屋建成后的落成典礼)，也有升転清神和没表送弩？

冒：聰・迭是小人家里倣的活劫。也有集体倣的，力某一十菩藤倣的，比如汎音菩蕨，二月十九是

汎音菩蕨特殊的生日，六月十九是現音菩蕨出家修行的生日（記念日)，九月十九他修行成了正果。

力了記念他可以清我ｲ｢]去傲。有的是（祈求）保佑一方太平的，五谷聿收，凡凋雨順，ロリ育苗姓会。

述有尤王姓会。有人要出｢]打工，希望全家太平，風洞雨順，倣太平会，財源会，財源院遊。

朱：倣迭些会，会的名目不一祥，但是程序是一祥的？

冒：椒有不一祥的。
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朱：包括早晨的ﾁf伝，和后来的一

冒：傲不同的会，升転的同不一祥。

朱：那是不是有一↑基本的套路？

冒：比如泣生日，升転的同就是“八仙泣海”的同。

朱：升転的同是有現成的令述是現場編？

冒：也不是自己輔的，也不是令，是一代一代侍下来的。

朱3口侍的？

冒：聰・老ﾘ市傅侍下来的的。必菰是迭↑程序。如果祢清（神的同）的眼男U人不一祥的活，別人就

会悦祢今天的会倣得不好。

朱：友表和送弩（的同）呪？

冒：也是老ﾘ市傅佶的。有些会程序比迭十迩要夏奈。

朱：現在我オ把程序基本上槁清楚了。

冒：述有“神”－－清神以后要敬酒，而且念的同根侯，要念一十多小吋。

朱：那也是口侍的？没有名？

冒：是的。上神的同都是恨押鈎的，而且要郊重其事地把酒托着送到会首的手中一一用神刀，酒杯

放在神刀上。然后去神堂『]口。

朱：嗅，真夏架。

冒：像只是9斤到的倣会的一部分。

朱：我明到的可能是比絞筒単的，是喝？
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冒：鳴・唱名与祭杷活劫也可以分升。

朱：其実現在通居り就全分升了？

冒：通居I也有要敬神的一如果人家清了要敬神，就得敬神。

朱：通居り的敬神也是由一（演員来遊行？）

冒：基本上和我ｲi]是一祥的，敬神的程序是一祥的。

朱：由表演者来敬神？

冒：唱・唱名和祭杷活劫基本上不分。有吋候也分。有吋候人家不需要敬神，比如人家是祭祖的，

也可以唱迭些お（而不祭神)。比如悦是泣生日，吋同根緊張的活，没有吋同敬神，頁接唱令也可

以。但多数是敬神。像家中有任輩去世了，辻“五七"，“六七"，一年，二年，周年記念，是敬祖

宗的，就不需要敬神，宣接唱名。但唱名的内容多数是苦的（悲居ﾘ)，悲傍的，唱《孟姜女送寒衣》

ﾛ阿，《秦秀梅吊孝》ﾛ阿，《隊世美不圦前妻》I阿・但是把任輩或祖宗的牌位、照片放在那里唱。

現在我ｲi]基本是以敬神力主。那祥的活功（部分祭杷及周年妃念）清歌舞団比較多。

冒：（下一十向題是）“挙行祭杷活幼的主要目的"。

朱：迭十我已姪清楚了，剛オ悦分美的吋候已錘悦了。

冒：就是力了保凡墹雨順，保財源院姓。

（下一十向題是）“一般祭杷活劫什公吋候挙行"・除了菩諺的生日，是特殊的，需要特殊的日

子挙行以外，其他随人家家里逸捧，任何日子都可以。

朱：下一十向題。

冒：“唱同悦同圦何而来"。

朱：我已姪清楚了，是令上的，没有名的就是口佶的。

冒：（現在）没有名的也是根据原来お上佶下来的。現在一部分人鋪了些新令，根据生活中的題材、

社会現象鋪了些新令。
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朱：輪新名的迭些人都是祢何]迭些表演者？没有割]輪的人ﾛ日？就是只鋪不表演的？

冒：没有。只鋪不唱的没有。因方他不憧迭中同的規律。（那些編者）単寛唱了迭公多年，熟悉令

文中的鈎律。鋪迭些名的活，基本上要押鈎，要符合宮的規律，七字，十字，要押鈎。不能太枯燥，

要用一些仇美的文言同。

朱：下一十向題是什公？

冒：下一十向題，“与其他居I秤的失系，受到的影咽"・也有共系，受到影ﾛ向的。

朱：受郷些影咽？受什公家西的影ﾛ向？

比如悦有吋候覚得我ｲi]唱的迭小居榊有些地方要吸收人家的末西，有吋候力了吐汎余所了不灰

就加点的別的居り科的唱腔。

●
●
●
〃

冒
炊

朱：上一次在郷里祢唱那十一

冒：像最后唱那↑“此苓就到迭里止"，就有悦唱結合起来的。

朱：上一次我明祢唱段里好象有黄梅戒的末西。

冒：是，也唱了一両句。但是多数人，他喜炊斫通刷的，迩不喜炊来着黄梅戒在里面。通居り就是通

刷，祢力什公要加黄梅戒遊去泥？我加一両句，人家不会反感。加多了，就有向題了。

朱：如果是受到別的影哺，祢覚得最主要是受什公居り的影咽？黄梅戒？越居I？錫刷？

冒：也有些影咽。但真正喜炊通居り的人叫祢不要帯別的，他要所原汁原味的。他悦那是人家的居榊，

祢力什公要帯遊来呪？

朱：祢ｲi]肯定是没有道士参加的？

冒：没有没有。我ｲi]迭小就属子道教。

朱：属子道家，但圦来没有道士参加？

旨：鳴・
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朱：祢ｲi]唱椰一本名，都是由主家決定？

冒：由主家，也由我ｲi]－共同協商。比如主家点了一本名，祢没有，祢也要唱（別的),結合祢

唱的萢園。

朱：祢唱得最多的是郷几本名？

冒：我唱得最多的也可以悦是我ｲi]所有的唱名的人唱得最多的。

朱：有梛几科？

冒：《張四姐》・因力名用有小揺桟樹，大家比較喜髪一都希望没財。

朱：通有別的邸几本名呪？

冒：述有《沈香救母》，行孝道的，教育下一代的。

朱：比如辻祢迭五本最常見的令，是鄭几秤？逸十秤的活再加梛几秤？

冒：《張四姐》、《沈香救母》、《衰樵撰渡》。《衰樵撰渡》是天上的雅三姐下凡。

朱：述有呪？

冒：《文I全遊瓜》･迭也是苦名，比較典型的。王婆三次挑披，ヌリ全三次逼打妻子，社会上有迭祥的

（現象）－迭是幼人家家庭要和睦。

朱：好，謝酎。

冒：通有《隊子春》，是唐僧的父奈。（迭ｲ､令也不措)。税信公把唐僧生下来的。他生下来，父母

就散棹了，用木厘子把他送下水。

朱：嗅1好，謝謝祢，大致槁清楚了。

(一起看冒建隼帯来的几稗唱本｡）
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冒：迭都是敬神的福。
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如皐童子戒系列坊淡之四

栃斌坊淡妃要（之一〉

吋同:2005年8月29日上午

地点：江芯省如皐市家隊慎杭析村王国仁（当日主家）家中

采坊人：朱瑞平

被采坊人：楊斌

整理人：朱瑞平

(主人母耒逝世三周年祭｡）

(栃彬及其搭梢一起一辺倣清神仗式的准各工作，一辺接收采坊｡）

朱：橘老板，祢ｲi]毎次表演之前是不是都有敬神仗式？

橘：不・迭是要根据人家府上（的意見)。今天是属子祭杷家里死了的人，有些人家就需要（敬神

杖式)，和倣和尚（的事）一起倣。

朱：嘆，是迭祥。是什公情況下没有接神的仗式？

楊：比如悦人家只是老事（指一般対已竪故去恨久的祖上的祭杷)，或者是遇上主家祝寿，就没有

迭ｲ､杖式。

朱：喚，迭祥。

栃：我ｲi]唱迭十戒，学生考取了（大学),可以；授寿，都可以。

朱：喜庚，属子喜事，一般都不需要清神？

栃：是的，不需要。（今天倣的）迭令油一点迷信的色彩。

朱：迭ｲ､現在允杵的。
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栃：是完全可以的。

朱：迭属子地方文化。

栃：什公吋候有空的吋候我把祢帯到（本市）南部，作和我ｲi]一起走，只是倣迭一套（指完全是祭

杷仗式)，根大，大生意，単独是迭小（仗式)。

朱：那我得和祢ｲ｢]去看一次。

栃：那小オ有意思泥。

朱：大概多長吋同体能遇上那祥的一次大型仗式？

栃：迭十吋候不会倣。毎年春天。

朱：春天的几月价？

栃：正常的情況泣了正月初五在京（南）部几乎天天有。只是祢何]不一定憧。（方言不一祥)。

朱：那元所渭。

栃：那小（仗式）相当的隆重。那一套行共和和尚的差不多。

朱:迭祥｡（湊愚桂的神像商秀的対朕及神像上的字)"近迎天仙至,近接三界神";“末峰宝殿",“森

夛宝殿"。

（二人飼淡，淡最近的安排，圦略｡）

朱：祢現在糊的末西叫“表，，，是喝？

栃：菩蒔紙。（印刷着菩渉像和菩夢名的舐｡）

朱：要把官粘起来？粘起来干什必？

栃：放送里。

朱：－張紙代表一十菩藤？思共多少張？
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栃：18張。

朱：祢現在弓的迭十叫“梼文”？

栃：対，那十叫“傍"。

朱：迭介傍的大概内容是什公？就是什公吋同，在什公地方，倣什公事，清梛些神？

栃：咬，対。我ｲi]迭一行叫“洪山堂"。

朱：一年不知道弓多少回ﾛ阿？

橘：是，有一次事（仗式）弓一次。

(栃叫宗家桟一対煙台来,技盆子来,掌五十猛子,其中一十装茶叶米,嘱附末家包一十喜桟包[虹

舐里包点桟］放在里面｡）

朱：迭些是供品？

栃：是，供品，敬菩蕨的。

朱：三年的祭杷。

(栃忙子作准各，子是中同描入弓栃女的淡活，男児｡）

(向宗家的地吐名，填弓梼文；向共同倣事的人家家主名，填弓梼文用｡）

朱：迭介菩蕨紙（擢放）有没有固定的順序？

栃：有，不能乱的。

（到室外愚桂“百脚旗"｡）

朱：“百脚旗,，。（按：如皐方言娯舩ロリ“百脚"｡）

栃：（在｢]楯上貼符，升玩笑）我的介子迩嫌高了点ﾉし。
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朱：祢ｲi]現在貼的末西叫什公？

栃：符。太平符。四季平安太平符。

(9分附末家掌酒、豆腐上来｡）

(継袋与搭榿淡日程安排｡）

(淡起去土地店｡）

朱：栃老板，要去土地店里干什久？

栃：去土地屈上土地釜。

朱：先清弩？

栃：是｡“弩”是上面一十“加，'下面一ｲ､“弓"・減末家上来点錯独，酒逐没有倒？（走辻去倒酒｡）

栃：拝三次。

(敬神仗式升始｡）
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如皐童子戒系列坊淡之五

栃斌之女坊淡妃要

吋同:2005年8月29日上午（清神仗式汗始前）

地点：江弥省如皐市末昧慎杭析村王国仁（当日主家）家｢]前

采坊人：朱瑞平

被采坊人：栃斌之女（小学生，尤套演員）

整理人：朱瑞平

朱：祢可喜玖祢琶唱的迭些末西？

女：喜玖。

朱：力什公？因力祢琶唱得好明？迩是因力他是祢昔昔？

女：我各各唱得好。

朱：喝，他礁実唱得好，我看泣。他唱得好祢力什公不服他学？（女揺失｡）眼他学了以后令在他

后面一起唱不是挺好的喝？（女揺共｡）力什公呪？

女：（揺失）不力什公。

朱：祢不喜吹不是匝咳有原因的喝？（女笑｡）因力泣去恨多人一比如悦苓苓唱得好，教姶几子，

几子唱得好，教姶弥子，就是一家人一代一代都是唱迭十末西。祢力什久不雇意呪？

女：我随便。

朱：随便？

女：随便。

朱：休是随便堆？祢琶菅辻祢唱祢就唱？
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女：（点共｡）

朱：他不辻祢唱祢就不唱？

女：（点共）嘱。

朱：休覚得体琶琶会不会社祢将来眼他后面唱？

女：不知道。

朱：不知道ﾛ阿？祢没有向泣他？

女：没有。

朱：体現在何何他。

女：（笑着揺失）不。

朱：休会唱什公？

(別人描活)：会不会唱一本名？

女：（揺共｡）

朱：一段？

女：“王娼娼"。

朱：是一段？

女：聰・

朱：体現在能不能蛤我唱？

女：（笑，揺共｡）
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如皐童子戒系列坊淡之六

栃斌坊淡妃要（之二〉

吋同：2005年8月29日下午《女鮒弓》演唱結束以后

地点：江泳省如皐市家隊慎杭析村王国仁（当日主家）家i]前

釆坊人：朱瑞平

被釆坊人：楊斌、極妻（搭梢芝人）

整理人：朱瑞平

朱：我可不可以随便向祢几介向題？

橘：可以。

朱：祢学刃迭小用了多長吋同？

脇我圦学到現在22年。

朱：22年？！握！

栃：我萬升学校i]就升始了。

朱：吉『]有一十ﾘ市傅？

栃：没有。我是自同的（自学)。

朱：自閏的？

橘：起初是在通州，我槁雛刻。

朱：槁離刻？

栃：是的。I斤到文芝届唱迭些家西，我感覚到比較満意，我就想ﾛ阿，来学。起初唱没有居1本，我把
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上学吋学的古涛一都是七十字的一一逹起来唱唱看，述可以。我自己唱的吋候，被那辺（通州）

唱戒的老板（我班班共）笈現，把我帯泣去唱姶他明了一下，他所了以后覚得満意，ロリ我在他那里

唱。我心里不隔意在他那里，（所以）在他那里前后只有一十月。以后我就萬了他的班子自己回来

槁了。

朱：我看了祢的演出，祢礁実非常有表演天賦。祢上次演（《珍珠塔》里的）小方青得志的前后，

表情的把握非常到位。我斫泣好几秤，包括南通的和如皐的，恨多人唱的我I斤不清楚。祢的吐字非

常清楚，毎一句活我都能明得清楚。

橘妻：祢去翻悸能翻悸泣来喝？

朱：能翻悸泣来。

(有几句飼淡，圦略｡）

物：（我ｲi]的笈音）祢述能接受的。像周迪地区比我ｲi]唱得更清楚的少。

(悶淡共子第一次由日本姶他打屯活的情況，圦略｡）

朱：迭一次回家我吋同特男I短，割]力拍迭些家西而来，正好迂上祢ｲi]有表演。

橘：也没有砲得根近。

朱：胞得逸没有夫系，弄一↑牟就行，失鍵是有表演。迭一次迄気比較好。

栃：這気好的。

楊妻：什公肘候走？

朱：明天走。

(悶淡，淡我的日程安排，淡原来和上田老ﾘ市的汁戈1，圦略｡）

朱：可能春令前后再看祢的表演。

栃：祢什公吋候回来眼我悦，我就能安排祢在什公地方看。
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朱：姶祢添麻頬。

(悶淡，圦略｡）

朱：祢完全自学成オ。

栃：全部自同的。

栃妻：但令是根据老名上的。

朱：是老苓。我所得出来唱同迭一部分七字句和十字句是令上来的。但是一

樋妻：道白是自己加的？

栃：道白，叙言（指叙述的活)。

栃妻：覚得伝公税法接得上就信公悦。

栃：像我ｲi]今天演的送本令就是嫌労髪富。

朱：像祢術]上一次悦的，都是“幼世文"。

栃：都是幼世文。

朱：童子戒都迭祥。中国根多地方我也都是迭祥。

栃：比如悦現在有些地方清高台戒（指現代歌舞表演。包括主家剛死了人，清一些表演団体来家遊

行恨熟飼的演出)，我ｲi]的地区述是要通居り，我ｲi]在南部唱，他ｲi]要通居り，不要迭十末西（現代歌

舞表演)。

朱：高台戒是什公？

栃：就是流行歌ﾛ阿・

朱：嗅－－前天晩上我述去看了一場。和祭杷有美的仗式我感央趣。那小人家里泣“六七"，也是
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各科各祥的表演，唱歌，華的（指帯黄色意味的）素的都有，熟嗣得恨。我打]在那里聯天，覚得如

果是几周年祭也就算了，人剛死了，家里弄得那公熟飼，反正不信公佶銃，心理覚得不信公毎服。

弄迭十（指童子戒)，述比較符合気氣。

栃：比較有教育意又。

朱：祢伯真的不容易，自創一派。

祢ｲi]毎次唱同一本戒，変化大不大？

栃：基本上差不多。

栃妻：同都差不多。

栃：不一祥的名，同就不一祥。

朱：那是肯定的。

栃：演的角色也不同。什公祥的名文造合忽公祥演出。

朱：祢何]姪常唱的令大概有多少秤？

栃：目前大概有七八十本。

朱：七八十本？！

栃妻：演花抱的（指完全化牧的演出）没有，演花抱的只有二十多秤。

朱：迭也不筒単。演花抱祢得全部背下来呪。

栃妻：是的，而且都要演得大家配套的（指能配合在一起)。

朱：不容易。

楊妻：十多年前有一次我丈夫在一十地方表演，表演的戒文内容和一十（汎炊）老太太（的生活姪

厨）一祥，把那小老太太当吋就突得曼泣去了。
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(困淡，圦略｡）

朱：祢悦的“南路”是如皐的南部？

栃：是如皐的南部，平潮、牟弓湖、白蒲、林梓。

朱：我ｲi]如皐呈然地霊不大，各地的風俗迩也有些差別。

桶：有，一方一方的。

極妻：不同。祢像一一

朱：妻隊上童子戒没生述是在九隼（如皐南部地名）？

橘：通州（原南通具)。

朱：我以前看辻商次升転,祢ｲi]的升転ｲ艮像南通的。

橘：是的。

朱：迭辺迭一帯的一

栃：根筒単的。

朱：唱得好象差得不是太多，都是好象清三界（神仙）是喝？

栃：鳴・

朱：但他ｲi]就穿普通的衣服，而且一般就是一十人唱。

栃：我ｲi]迭小不。（有行共，二人唱｡）倣得大的（大型仗式),寺｢]敬神的，尖堵就ｲ艮大了，三十

（人)，五十（人）－

栃妻：有的吋候去十几小呪。那就不唱迭十戒了。

栃：不唱迭十戒了,=i]倣那↑大会。有五張八仙(=),有七雅八仙(m,有三張八仙(-),@@"
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方”（一稗叺列表演，似乎最初是佛教里的仗式)。

栃妻：全部穿草鞍。

朱：迭十座咳去看。

栃：各有各的式祥（名堂)。

栃妻：但是迭十要磁得巧。

栃：祢回来春苓期同我可以藷祢朕系。

朱：到吋候麻仮称。

栃：不要県，一句活。迭小絶対可以。

朱：今天休蛮辛苦的。等以后有机会，等那↑日本同事来了以后，他可能有一些向題想向向祢。

(中有几句困淡，圦略｡）我向向題可能向不到点子上，到吋候再向祢清教。謝謝作。

極：別客気。

朱：祢ｲi]早点休息。

栃：行行行。
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如皐童子戒系列坊淡之七

吋同：2006年2月14日上午

地点：江亦省如皐市文化局会汲室

采坊人：朱瑞平

陪同：方茉国（如皐中学教ﾘ市）

被釆坊人：除圓瑛（文化局秘名）

整理人：朱瑞平

降圓瑛坊淡妃要

朱：全市童子戒表演芝人有梛些人？他ｲi]表演活劫的情況祢可了解？

隊：解放前童子戒主要分布在如泉南部，就是磨共向南，俊江以北，南通的西北辺。清童子唱青苗

会一一就是在收割后的稲田里一一猪栓会一一実了肥猪以后在猪圏里貼符,祈求太乎,是古代維戒

没展泣来的，帯有避邪的意慮在里面。新中国成立前，在如呆比較盛行。解放后一度没有了。

童子戒本来不叫戒，本地叫“倣会"・演出不夏奈，男女童子来唱令，七字句，什公《梁祝》，

《珍珠塔》，《昧英実水》ﾛ阿，《王清明合同妃》ﾛ阿，就是唱名，没有泣多的表演。解放后，述有根

基和市場。后来南通地区又槁了十通居り一因力南通地区没有自己的居り科，南通市召集一批民同芝

人来摘一十通居り，形成一↑居り秤。文革之前槁了一段吋同，演出的吋候我也看泣。槁的吋候出現了

一秤情況：因力童子戒有十三秤唱腔，有一部分人対原先的唱腔遊行了大胆的改革,槁了《好令氾》

等几十戒，用新的唱腔，改劫比較大，但是群余不太愚意接受，他ｲi]圦力迭ｲ､没有原来的好斫。接

着文革升始后（新槁的通居1）遭到批判，因方把名氾弓成膳子。后来一段吋同没有演出。

后来到了八十年代初（文化局83年成立的)，衣村文化生活比較単凋，原先是童子的一部分人

拉一十小班子，有的是一家人，有的是多族的人。他ｲi]没有弦示，是拶鼓打古示，他ｲi]升始演出。

一升始有三四十班子，沿襄了最筒単的方式，三四十人坐在人家家里唱，就是唱名，没有舞台上的

分角色的演。后来文化局看到迭十情況，覚得首先要解決他ｲi]唱名中的糟粕，不能有封建迷信的其

他不好的末西，子是升始対他ｲi]遊行登氾。

我84年到文化局，剛升始有六七十班子。当吋我ｲi]対他ｲi]遊行登氾，要求考核，具有一定的

演唱水平，而且対他竹]演唱的令要看，蕃助修改，有些名就禁止，不能演。老百姓雇意接受。但是

一汗始也沿襄了辻去的，比如迭十村子里有一十人没起，出几決桟，那吋候唱一坊三四決銭，安排

（芝人）吃仮，唱完了姶各家貼一十太平符。后来我ｲi]要求唱就唱，不要槁迭些形式了。后来老百

姓一部分人看到童子戒有市場，原来没有唱泣的也升始学刃一一他只要有文化，能鯵看憧迭令名，
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就能否演出。

以后到了88年的吋候，通是我管理，大概有三十几令班子。有三四十人的坐唱，也没展出了

舞台表演，当然逐比較筒単，分角色，帯有一点表演。他ｲi]也添萱服装，英人家居り団里的旧服装。

当吋一部分衣民利用迭介文化姿源，造庫衣村的需要，走上了嫌銭的路子。

到80年代后期，全具己鐙没展到三四十ｲ､団体。

迭吋候有些衣村干部不理解：迭是些封建迷信的末西，悠公可以存在？后来具文化局也倣了一

些工作：只要他ｲ『]唱的内容形式是健康的，就厘咳辻他ｲi]演，他ｲ『]牢寛填ﾈﾄ了衣村考此居り団恨少、

文化生活少的向題。

迭几年一頁在没展，他ｲi]也在変化。現在群余眼界寛了，他ｲi]喜吹看歌舞。現在全市登氾在冊

的有85令団，平均七八十人，毎年演出在25000場左右。汎念可以迭到700多万人次。

朱：85↑団包括歌舞等其他的？

隊：包括歌舞、禾叺在里面。実隊上通有几十十没有登氾，因力他ｲi]登氾以后就会受到釣束。

我ｲi]也在迭些方面不断在努力。

朱：80多ﾉﾄ団里有多少是鈍粋演童子戒的？

陳：現在歩了，只有30左右。現在最好的一十國是九隼通居り団，84年登氾，亘到現在比較平

稔，姪済效益好,活劫地盆在如皐末南迪、南通包括南通市区的西北辺。他何]毎年的場次爆満，正

月里把全年的場次都排満了。他ｲi]去年演了580多場，佶汁他付]的年收入一般不少子一万五，多的

会有商万多。老板原先是在外打工的，后来回家看到童子戒根受炊迎，也升始摘。花桟向老乞人学

刃，槁起来的。最近他去省里頚笑，江弥省文化庁表彰他迭小困是全省的民同伐秀表演団体。

一月价我打]也没了一篇文章在《人民日扱》上（有夏印件)，介招民菅表演団体的一些姪聡。

在江弥，有迭公多民同表演団体的没有。

現在老百姓覚悟也提高了，迷信、黄色的末西基本上没有了。因力汎余思想水平在提高，他ｲi]

再槁那些也没有市場。

朱：剛オ悠提到有一段吋同対童子戒的居り本遊行加工一

隊：是把老刷本收泣来帯他ｲi]改，告j斥他ｲi]那些可以演，那些不行。現在我ｲi]也姶他ｲi]提供一

些本子，曲芝，悦唱，提供姶他ｲi]･我也姶九隼困弓泣現代戒。

朱：侍銃童子我的本子局里有没有收藏？

陳：没有｡他ｲi]自己身迪有。九隼団十几小人，能唱四十几十大戎，包括仇秀侍銃令目，汪有
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二十多令折子。楊建平（九隼國困辰）本身可以移植刷本，可以把其他刷秤的本子掌泣来演。有吋

候他也帯人去外地汎摩。

朱：他ｲi]都是舞台表演？

隊：舞台可以，室内也可以。

朱：迭些國在表演升始以前挙行祭杷仗式或清神仗式的多不多？

隊：現在不多了。像九隼団在南通演出，如果有人焼香、槁供品，他ｲi]就拒絶唱。辻去槁清神

送弩。

方莱国描活：現在他ｲi]要拍ｲ､資料，就是了解泣去清神送神的仗式。

朱：是。因力剛オ隊先生垪童子戒由維戒没展而来的，維我都有悠久的侍銃和厨史。現在童子

戒的没展是対人民文化生活有好赴，但也是距高原来的面目越来越近。

隊：対。他ｲi]也在吸收其他居ﾘ中的伐点。

朱：登温的三分之一的団体演童子戒，他何]都ﾛﾘ通居I団迩是也有別的名称？

隊：一般叫通居り団，也有ﾛﾘ芝木団。

朱：其実我ｲ｢]的凋査最感妥趣的是両今家西，一十是表演者的居り本，二是清神送神的仗式。

隊：他ｲi]比較普通的是点香、撲供品、放鞭炮，演唱結束了再点香放鞭炮送弩，全部詰束了姶

出銭的人家鮎符。

朱:根据休的了解,迭些団里有没有老芝人？辻去有些老芝人,他佃的祭神仗式是比較特別的。

比如像南通有些就根特別。

隊:Wi]迭里的老童子現在已姪唱不劫了，現在都是七八十歩了，汪有在世的，現在己錘不在

班子里了，要走坊。

朱：迭些老芝人局里有没有賓料？
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隊：現在迭些資料有小向題，有些是不是在世，也恨唯悦。逐有区戈I凋整，有些地祉技不到了。

朱：現在登氾的最新姿料述是八十年代祢槁的？有没有比較新的？述是新的旧的都有？

陳：現在有新的，旧的不知道有没有了。桃園泣去有十張藍青，述有小姓隊的，比較有名，一

向就知道。郭元（如皐地名）遠-帯有好几令老童子。祢伐到九隼的楊建平，他比較熟悉（迭些老

童子)。他泣去拝泣唱童子的師傅。

朱：根据悠的了解，如末有没有唱童子的？

隊：没有。但是如皐的現在己経惨透到周園的七八十具市，如末西部、通州西部、南通市西部、

海安南部、泰妥末部、張家港、宗合等地。

朱：真正童子戒的没源就在九隼一帯？

隊：述有南通西部。南通泣去有小隊全侯（音)，比較有名。

朱：能不能帯我看看登氾賓料？

際：可以。

(去文化市場管理赴看登温資料，賓料有打印件｡）
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中国伝統芸能の音曲と歌辞の関係についての計量的研究
基盤研究(C)課題番号16520203平成18年3月

魏九榮出世＜全集〉

敬業一心堂夏伯銀抄

上田望朱瑞平校注

校注説明

凡罵誤字、俗字、脱落、漫濾、術文等虚，皆分別校改,爲爲校記，或加注説

明。不能辨識之字，用口符號標示。“音同'，、“音近而誤''均指如皐方言讃音

而吉。

請了神來又請神

走馬燈兒團團轄

書符念究唐朝傳

若問符官出啓身

家住断江金華府

父親魏徴馬宰相⑤

好比元宵走馬燈

請神請下九霄雲

請神要請九郎□①

壇前道明②本□□

藺溪⑤需管小東門④

馬李肖⑥氏三母親

①末一宇原瞬損， 一九九九年抄《魏九郎出世》（以下簡稲“九九年本”）作“君"。

②原惠作“冊” ，疑爲“明”字，待考。九九年本作“起” ・南通童子戯《衰樵撰渡》抄本

此句作“壇前道徴本家門” 。

⑤原嶌作“藍谷”，九九年本作“蘭齊”，南通童子戯《魏九郎替父請神》抄本(以下簡稽“南

通本”）作“藺漠”。 “藺漢威亨五年,析金華縣西界萱”“薗溪，，見於《蕾唐害》巻四十：，

今箙。

④抄本残鋏末二字，因後文作“到了藍谷小東門” ，故擴補。

⑤後文均為“丞相” ，唯此作“宰相” 。

，南通本作“藷”・此本通作“肖” 1⑥“肖” 。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ひ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一 父三母生九子先有八個伴當今

大郎魏乾侍郎職二郎魏炊掌皇門

三郎魏艮通征史①四郎魏震入翰林

五郎魏巽大司馬那六郎魏離倣城
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七郎魏坤馬御吏②

若要提表⑤九郎官

只因犯了天條罪

肖氏夫人懐六甲

報與丞相得知道

三朝嶢過催生紙

取名ﾛﾘ個珍珠寳

九郎長到年七歳

嬰

門
星
孫
兒
焚
名
珍
文

九
簾
子
小
中
乳
上
書

鎮
捲
倣
下
艫
取
掌
讃

免
方
家
生
香
兒
同
學

魏
上
魏
中
抓
嬰
如
上

郎
是
入
④
把
代
惜
他

八
本
罰
腹
滿
就
愛
送

①無此官名。待査。九九年本作“通征東”。

②九九年本亦作“御吏”，似應作“御史”。

③“表”，原嶌作“標”．

④“腹”，原誤作“服”，今正｡下同。 2

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●.●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

勇山呂宜開學館

高魔①拝別隻父母

琴劒②書箱随身帯

喚班④家將來相送

九郎來到書館内

細把家郷説壹逓

家將回轄魏相府

呂宜先生心歓喜

學名魏恂字九榮

先從上大人念起

大學中庸論語孟

捲簾星君憐凡世

九郎前去念五經

又別捜捜八個人

四季衣服零用銀⑤

到了嶌山小縣分

ｲ氏頭作揖拝先生⑤

望乞先生指教明

軍表九郎在害庭

就與相公取學名

篇在書面佑後存⑥

後讃百姓千字文

五經詩書腹中存

俗世文オ記在心

①原篇作“庁”，“廃”之俗字。

②“琴劒”，原篇作“勤倹”，音同而訓，今正。

③“零用銀”，原恵作“男用艮”，今正。

④“喚班”，似應作“換班”。《三國演義》101回“丞相可將換班軍且留下退敵”。

⑤“先生”原誤作“先先”，今正。

⑥“佑後存”，義未解俟考b九九年本作“嶌在書本上面存，'。 3

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

先前三年先生教

常和同學獣冷字

學後三載①教先生

後與先生論古文
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知道椰日下大雨

飛鳥如從頭上過

接下九郎將害讃

萬歳早朝登大寳

孤家昔日赫地府

西天取經報過談

三條願心還雨條

寡人⑥要槁⑦洪門會

郷個文官上界請

誰卿⑩代孤陽元請

曉得②何時悪風聲

算⑤到翔④毛有幾根

再表大唐⑤有道君

便ﾛﾘ朝前武共文

許下三千大願心

地府進瓜謝過神

欠掛一條未完成

三表三帖請三請⑤

邸個武將入幽⑨冥

卿家奏與寡人聴

①“載”原嶌作“者”，音同而誤。今正。九九年本作“三年'，。；

②“得”，原誤作“徳，，。下同。

③原惠作“称”，“算”之俗字。

④“翔”，原篇作“霊”，音同而誤，今正。

⑤“唐''，原誤嶌“堂”。

⑥“寡人”，原嘉作“廣人”，音近而誤，今正。下同。九九年本作“寡人”。

⑦“槁”原嶌作“高”，音同而誤。九九年本作“了”･子義以“槁，'為長。‘

③下一“請”字擦義疑爲“神”或“界”･九九年本作“界”。

⑨原篇作“又”，音同而誤，今正。

⑩原篇作“郷”，形近而諦今正｡下同。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●.●●●●

王問數①聲無人應

文官好像泥塑的

天子殿⑤上龍心怒

起屋全集梁和柱

没梁没柱侭起屋

要祢文武有何用

萬歳悶坐⑤金鑿殿

東班上面朝靴響

傭伏金増壇啓奏

主公要把神來請

昔年玄成⑦魏丞相⑧

日在朝庭③理國事

没有能②臣答一聲

武將奏如木雛成

罵④聲朝前無用臣

爲君依的武共文

鋏文少武信爲君

孤家親自去請神

來了魏家對頭星

走上嘔毒⑥王翰林

臣有短表啓奏君

爲臣推薦一個人

他能三界下公文

夜遊四海倣都巡

①原篇作“故”，“數”之俗字。下同。
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②原篇作“遇”，“能”之俗字。下同。

③原鳶作“展”，“殿”之俗字。下同。

④原寓作“鳴”，“罵”之俗字。下同。

⑤原篇作“座”，今正。下同。

⑥“温雲”，義未明，疑為“櫃密”之誤。九九年本作“西密”6

⑦“玄成”，原惠作“玄朝”・魏徴，字玄成，今擴正。

③“丞相”，原嶌作“臣相”・音同而誤，今正。下同。魏徴，在《説唐》、《西遊記》均為

“丞相”。

⑨南通本作“朝中”，九九年本作“陽庭”。5

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

遊魂斬了老龍神

我主焉能許願心

別無能人會駕雲②

喜壊太宗李世民

孤家忘記老愛卿

況埋華天柱一根

忙篇聖旨選魏徴

上篇聖⑤旨欽召臣

許下三條大願心

地府進爪姓⑤劉人

欠桂一條未請神

不能騰空駕祥雲

十字街前曽求雨

實①是魏徴把龍斬

朝中只有魏丞相

一言提醒唐天子

不是王卿來奏本

王卿奏本孤准旨

磨墨御筆挨起墨

唐王御筆提在手

寡人選招魏丞相

西天取經唐三藏④

三條願心還雨條

滿朝文武皆凡俗

◎同下◎正
・
凪

同
八
戸
僻
今

下
訓
之
説

．
。
而
”
而

誤
改
同
藏
近

，
今
音
磁
形

”
，
，
，

石
”
”
”
”

磁
云
盛
垂
姪

作
“
鉦
磁
“

作
作
作
作
作

篇
篇
嘉
惠
篇

原
原
原
原
原

①
②
③
④
⑤ 6

●●●●●●●●●●●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

孤家特意請愛卿

玉印一個蓋當心

描上一根維①難翔

速奔雷溪召魏徴

鮮王別駕出②朝門

出了京都長安城

到了薗溪小東門

翰林王卿奏一本

聖旨一道惠好了

外用黄綾來包襄

派了朝前二欽差

二位欽差領聖旨

跨卿身坐風⑤快馬

逢府過縣不必表
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門
雲
明
行
稲

府
霄
字
能
内

大
九
四
扣
口

家
桂
朝
上
官

魏
高
當
柱
門

了
旗
品
粁
把

到
黄
一
旗
便

關進鉄裏④門三座

只見旗粁分左右

大門有個大遍⑤額

雨個欽差下了馬

欽差向前忙拱手

。

”

風
猛

作本
。
年
同
九
・

下
九
厨

。
◎
妬

正
正
作

冷
冷
凪
本

・
字
訓
今
脾

椛
郡
師
訓
九

，
”
並
而
凪

誤
出
形
近
義

筆
“
音
形
擦

，
，
，
タ
ー

タ
，
，
，
夕

雌
孟
鳳
哀
厘

応
妬
必
妬
猛

作
作
作
作
作

寓
嶌
篤
寓
惠

原
原
原
原
原

①
②
③
④
⑤ 7

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

有封聖旨見大人

報與丞相得知情

五花廃上稟大人

他説聖旨欽來臨

即忙正衣接旨文

大紅嶬抱穿在身

粉底朝靴足下鐙

1分附快把香案⑤焚

二十四拝伏在塵

又接二位欽差臣

躬身作揖各分寶

款⑥待二位欽差臣

我是京都差①來的

煩請尊吉往裏報

門官回言穗曉得②

府外來了二欽差

大人謡説聖旨到

方翅烏紗⑤頭上戴④

腰束八寳白玉帯

象牙御笏捧在手

見旨如見君王面

開讃聖旨忙供奉

將他接到迎賓館

五花廃上擢下酒

８

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

。
●

●

・
正
》

同
今
呼

下
，
。
》

，
説
同
一

正
而
下
》玖皿

今
同
。

今
》

，
幸
日

改
・

字
，
。
今
呼
鵠
・

俗
”
。
・

同

俗
亜

之
徳
下
法
皿

４
．
用
謡
吃
》

、

，夕

正
俗
之
新
一

差
“
作
今
通
”
廊
亜

妬

，
富
，
，
來
，
》●

原
”
”
，
“

応
ゞ
タ

ータ

差
，
沙
代
疑
択
一

必
応
妬
妬
●

Ｏ
〃
●

●
〃
Ｑ
〃
●

作
得
作
作
”
唖
作
・

篇
曉
篇
篇
案
篇
》

原
磁

原
原
徳

原
一

①
②
③
④
⑤
⑥
唖

對坐丞相老大人

内侍①提壺把酒②斜

大人告別往裏行

便把相爺口内稲

朝外坐下二欽差

堂官妾邊執了蓋

酒飲⑤數杯方落蓋

三位夫人忙迎接
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京都來了皇聖旨

八個咳兒随王駕

魏徴聴了嘆口氣

萬歳招選④無別事

要是不把朝綱上

只好随旨上京去

愁只愁的珍珠寳

如今去了有六年

朝廷有什大事情

莫非明I人把官昇

三位賢妻不知情

差我三界去請神

逆了聖旨斬滿門⑤

好夛凶吉未卜明

一人罠山濱書文

年長十三將成人

◎正
。
今
同
，
下

就
。
而
正
説
今
而
，
近
字
形
俗
”
，
吃
。
凱
凧

待
酒
誤
召
凪

附
“
，
僅
附
〈
行

篇
”
”
當
”

原
沈
欽
疑
椚

妬
妬
”
応

”
作
作
選
作

侍
篇
意
招
嶌

“
原
原
“
原

①
②
③
④
⑤ 9
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如果早晩回家轄

肖氏夫人聰得説

我夫在朝功勢大

道回進京是喜兆

丞相萬分無可奈

家人牽出能行馬

中廷④逮請二欽差

欽差上馬前面走

後頭馬遅前頭馬

曉行夜宿不必表

關進鉄皮門三座

魏徴下了能行馬

臣
門
成
行

命
心
忠
府
行
⑤
身
眼
雲
城
門
能

逃
放
害
轄
能
先
動
後
下
國
朝
扣

去
祢
能
②
備
總
即
鯖
月
大
五
上

邊
爺
①
爵
丁
鞍
時
馬
送
安
歳
柱

外
相
豈
加
家
離
待
上
風
長
萬
龍

他
聲
歳
官
附
上
不
徴
如
到
了
⑤

教
叫
萬
封
吟
搭
立
魏
猶
早
到
蟠

①原篇作“官” ，筆誤，今正。九九年本作“聖”専一。

②“爵”原意作“罰，， ，今箙。

⑤“先”疑當作“現” ◎

④原嶌作“中廷” ，九九年本作“中鹿，， 。擦義疑為“廃”或“庭” 。

⑤ 原篇作“靖”，筆謡今改。10
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欽差上朝交過旨

丞相聴得萬歳宣

萬歳殿上選魏徴

オ敢適歩往裏行
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癖①抱続帯上金殿

天子撞頭畷龍目

主離龍域十二歩⑤

教賜金域抹角座

茶飲數杯方落蓋

孤家選⑤祢無別事

請得諸神來赴會

魏丞相聰得説

魏丞相在金増

我主公駕在上

手捧牙笏臣稲②君

認得藺溪魏玄成

御手相惨④叫愛卿

龍鳳香茶獄一巡

天子金ﾛﾛﾘ愛卿

代孤三界去請神

永享⑥榮華太平春⑦

串⑧成十字奏當今

連忙啓奏

聰臣來音

①原惠作“握” ，義未解。九九年本作“癖” ，橡義疋。

②原篇作“秤” ，形近而就。今正。

⑤原嶌作“炭” ，義不明。九九年本作“歩” ，擦義正。

④九九年本作“挽，， 。

⑤“選，'疑當作“官” ◎

⑥原嘉作“亨” ，橡九九年本改。

，義不解。九九年本字残，疑為“春”⑦原嶌作“村'， ，今箙。

⑤原嶌作“傳，'，南通本作“串”，今正｡或為“轄”字。11
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我 老臣理當應將神來請

只因我年老了不能駕雲

若還是我在那一十年前

我去臣領①旨意去請神明

如今時我老臣一十年後

年弱麦我侭能三界請神

腰酸痛編能騎高頭雄馬

脚去了我侭能駕霧②騰雲

眼老了我侭能看天堂路

手老了我侭能捧表公文

塑羊公牛蒸念男撰少將

代幸公到言界去請神明

①原嶌作“僧”字，擦義正。

12②原篇作“務”，今正。
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唐天子

罵一聲

太平年

遼寶L年

如鑪説

祢靴尖

如轄我

伸出來

我寡人

祢推鮮

唐王主

罵魏徴

奏
相
是
陣
家
的
上
手
那
了
殿
行

得
丞
只
出
孤
離
殿
只
把
老
金
不

聞
魏
祢
伯
我
不
金
雨
要
年
在
祢

①

請
⑤
④

怒
君
小
人
職
門
賜
銀
來
神
□
□

大
欺
太
之
官
朝
賞
金
神
請
口
能

心
艫
官
用
増
我
銀
接
②
能
沖
個

龍
大
嫌
無
封
到
有
來
諸
不
沖
那

①原嶌作“恕，， ，擦義箙。下同。

②原篇作“請” ，形近而訓。

⑤末二字残，疑為“大怒，， ◎

④残一宗疑為“行”・九九年本作“祢不行來那個行”。 13
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叫 殿前一衆的

快掌下魏丞相

王喝一聲言未了

摘去魏徴象牙笏

脱去官帽和朝服

招牌一根背後描

殺人鍵鼓④前引路

割子手提刀亮閃閃

監斬宮⑥差王樋⑦密

魏徴榔在法場上

忙壊魏家八個子

参参犯了王國法

門

叩
叩
岬
覗
蝿
搬
側
脈
削
雌
礁
鯏

賦
脈
賦
硝
剛
能
細
撫
蛎
赦
鯏
洲

金
老
金
白
上
犯
後
官
早
朝
艫
午

出
開
膀
斬
呼
陽
場
壊
得
在

閃
解
雨
立
前
陰
法
嚇
嚇
榔

①末一宇残，疑為“士”或“將”。

②末一字残，疑為“臣”。

③末二字残，九九年本作“閃出金瓜武士佃”，今擦補。

④原嘉作‘‘羅古”，今正。

⑤原嶌作“前護後湧”，筆誤，今改。
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⑥原篇作“宮” ，形近而訓，擴九九年本正。

⑦原篇作“枢，， ，擦義。

③原意作“坏”，擦九九年本正。 14
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眼膵畷的難搭救

要是殺出長安國

古語壷忠難蓋孝

兄弟正在心意想①

秦叔寶與尉遅公

四人金増齊奏本

魏老丞相斬不得

斬了魏徴不大緊

萬歳聰奏心大怒

孤家要把神來請

孤家可恨④魏丞相

不看休椚功勢大

時間不長要送命

反叛二字落罵名

萬事由命不由人

金殿脆下四大臣

寶閏甫同柳周臣②

我主萬歳納爲臣

他是朝前有功臣

伯的外國動刀兵

喝罵貧生伯死人

個個唖口不倣聲⑤

祢椚前來討人情

去削⑤官職遅出京

①九九年本作“性急虚” 。

，均擦《説唐》改。九九年本作“買仁甫同柳州城”②原篇作“買仁甫同柳川成”。

③字残，橡九九年本補。

，擦義應作“恨” ･九九年本作“孤家限住魏丞相”④ 原篇作“限”。

⑤疑當作“削去” 15。
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我今決定將他斬 赦卿無罪日起身

四人謝幸歸班汀 滿面慢恐冷i秀心

總聰左邊朝靴響 走ト茂公徐先牛

執笏當胸忙啓奏我‘、萬歳納爲臣羊

魏徴犯法理當斬 念他十大功勢在朝門①

盤古並無斬相琿 塑羊開恩賜白綾

余殿下傳刑聖旨 關出魏家救命屋

來者不是別一個一號獣子程咬令
今

暗開一張瓢兒噴② 放開一條疎1叺聲

挺腰凸⑤肚ト令殿 捲衣携袖罵昏君

爲何梱紳午朝門魏徴犯了什麿法

混1廿魔干誰不聞我在瓦崗爲皇帝
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①此句九九年本作“念他功大年老臣” 。

②原嶌作“咀”“噴，，之俗字。下同。，

③原寓作“主”，形近而計上,今正。 16
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衆家兄弟保扶我

我把江山讓①李密

祢這昏君掌天下

祢的江山鱈梛個

祢若定把魏徴斬

江山終有興和敗

皇帝老兒大家倣

口内説來朝上走

高ﾛﾘ昏王下來ﾛ巴

唐王一見慌張了

‘隠了別人還可以

説得出來行得出

從未屈斬一個人

李密讓與祢家登

動不動的就要斬大臣

全鳶瓦崗秦②上人

君不正來臣不仁

又要輪到我頭頭⑤

不能讓給作一人

一隻大手往上伸

還讓款子來混混

手按④胸前自評論

獣子不是省油燈

瞼瞼兒被他施下九龍域

①原罵作“註”“讓”之俗字，下同。，

②原篤作“ー”“素”之俗字，下同。1m，

③“頭頭” ，義未明。九九年本作“頭上” ◎

④原罵作“安”，今正。 17
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天子想罷①開金口

不是要把魏徴斬

皇兄奏本孤准本

限他十天把神請

十日不能請三界

咬金答應説好的

十日不能把神請

認定⑤西瓜不要了

唐王有喜有⑤煩謄

喜的咬金硬保本

唐王想罷離龍位

既然願保魏丞相

便把皇兄ﾛﾘｰ聲

不限平人是不成

但有一事要説明

官還原②職回府門

定斬他人不容情

我保有人去請神

連我一同問典刑

送與昏王嗜嗜④心

只得敢怒不敢行

惜的呆子咲寡人

御手相惨ﾛﾘ愛卿

惠下保状與寡人

①原恵作“把”，同音而誤，今正。下同。
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②原篇作“尻”“原”之俗字。下同。，

③原篇作“任” ，同音而誤，今正。下同。九九年本作“認” 。

④原篇作“増” ，擦意改。

⑤二“有”疑當作“又” 18．
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祢是曉得我不能

只好煩勢徐先生

我來代他惠状文

咬金戈1字獄朝廷

呆子接到喜笑盈

喝叫刀下莫斬人

招牌擶得砕紛紛

法場散去一衆人

上殿謝主不斬恩

罵聲魏徴老逆臣

呆位皇兄把本申

四十御梶不容情

字②
命

識
書
遵
起
表
上
遍
了
相
口
祢
活

不
過
⑤
篤
書
場
一
棹
丞
金
斬
饒

①
濱
稠
來
赦
法
念
溜
魏
開
不
難

道
曽
口
寳
下
到
旨
兒
了
上
家
罪

回
不
接
四
篇
砲
聖
官
駄
殿
孤
死

金
小
公
取
王
忙
讃
斬
金
子
是
祢

咬
從
茂
忙
唐
急
開
監
咬
天
不
饒

①原篇作“到” ，擦義作“道” 。

②原篇作“誤”“識''之俗字，下同。，

③原意作“稲'’ ’九九年本作“稲” ，擦正。 19
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十日代孤去請神

披棚帯鎖入牢門

魏家八子看父親

總與丞相來墜驚

便把泉①位兄弟稲

家中一鮎不知情

煩勢邸位送回程

叫聲仁兄祢放心

我來代祢寄書人

天牢交與老大人

串成十字篇書文

身遭大難

且暫收入天牢内

魏徴被打四十梶

來了滿朝文共武

天牢裏面擬下酒

魏徴眼消傷心涙

我在天牢身遭難

意要惠封家書信

叔寳秦爺開言道

兄長速把家書嶌

紙墨筆硯取停②當

未提筆先浪淋

魏丞相在天牢

①原意作“總”，樵九九年本正。
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②原篇作“ｲ丁” ，“停”之俗字，下同。 20
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枝
的
上
千
二
生
個
人
人
歳
老
兄

提
篇
拝
三
十
小
一
作
夫
萬
年
仁

手
上
多
化
七
爾
郷
佳
生
因
奈
程

羊毫筆

上大人

孔乙①己

件法了

在獄中

食俸②禄

八九子

篇完了

賜回佶

欽差我

不能去

閑金殿

忙惠書文

魏徴頓首

三位夫人

唐王天子

受苦千辛

遵公守法

能替父親

可知槽也

爲夫放心

三界奏請

收禁牢門

硬保十日

①原嶌作“一” ，今碩。

②原篇作“奉”，音近而訓應作“俸”。 21
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十日後

爲夫的

千萬的

把書信

交與那

秦二爺

差天牌

二天牌

欝魏徴

出京都

宣奔那

曉行程

不能請

有長短

看照我

只篇得

秦瓊手

接家書

人雨個

接家書

別泉將

離皇城

薗溪縣

夜投宿

存
切
生
白
軍
遍
程
當
身
馬
文
飯

難
悲
妓
白
將
一
回
停
動
打
書
湯

命
莫
榮
明
寳
看
信
拾
馬
鞭
下
食

一
妻
九
明
叔
細
寄
收
上
場
去
飢

22
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早到了

相府外

把家害

肖①氏女

金華府

下能行

呈門官

折②家書

藺溪東門

將馬栓扣

獄給夫人

細看一通
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唐天子

金河龍

出差票

篇一封

陰世裏

主簿判①

二十載

如鉄桶 ⑨

⑤
問
信
□

君
状
審
⑥
君
柱
坤
民

昏
告
祢
密
府
換
乾
⑤

道
府
⑤
書
爵
櫟
掌
泰

無
地
勾
家
崔
愉
復
国

罵一聲

記不得

幽④冥主

我丈夫

帯與那

蒙表伯

添陽壽

祢江山

①原寓作“霄” ，擦上下句改正。

②原寓作“折” ，筆誤，今正，下同。

③末一宇残，橡九九年本補。

④原篇作“缶”“幽”之俗字。，

⑤原嶌作“拘” ，今改。

⑥原篇作“由”“密”之俗字。，

⑦原嶌作“判” ，似為“判”或“利”字。待考。九九年本作磁内” 。

③原篇作“太” ，今預。

⑨末一宇残,疑爲“安” 23。
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登 龍位享榮華

我魏家將忠心

没想到負義君

有一日天膵眼

唐昏君崩了駕

肖氏夫只嘆得

將回書來嶌起

天牌來到廃堂内

肖氏夫人開言道

回信一封相煩祢

相送銀⑤子壹百雨

天牌接過穗多謝

忘記了□①

保扶社稜

不記前情

赦夫出獄

萬年篤名

心悲意切

喚進來人

拝見三位太夫人

有煩二位費②了心

回去送與老大人

三位路上倣盤纒④

出府上馬奔京城

①末一宇残。九九年本作“忘記忠臣”・待考。

②原寓作“弗”，今正。

③原惠作“良”，“銀”之俗字。下同。

④原寓作‘‘成”，音近而鵲今正。 24
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將身回到長安國

即將回書來呈上

魏徴説道難爲祢

天牌回去無話表

傳旨去到薗溪①蒜

光陰不覺第⑤八日

魏家八子慌張了

嚇壊咬金程款子

抓頭摸耳心難過

按下衆人心槍伯

折開回書看一遍

玉皇駕坐霊霄殿

天牢拝見魏大人

多蒙太太賞賜銀

有日出牢再補情

再表唐王萬歳君

封起②魏家大府門

嚇壊朝前文武臣

信能前去替父親

郷個請神救魏徴

連我款頭長不成

再表天牢魏大人

一口怨氣嘆出聲

便問太白李金星
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●

◎正
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“
亜●●

今
而
”
皿
、
●●

謡
陥
鞘
》

●

，
夕
●
。
●

●
夕
●
〃
●

，
，
”
●●

國
敵
弟
呼

猛
妬
●

’’

●●

作
作
作
恥

篇
嶌
嶌
》

原
原
原
》

①
②
③
唖

下方何人身有難

太白向前忙啓奏

下方大國唐天子

文武不能將神請

魏徴天牢長嘆氣

玉皇一聰開玉口

唐王要把願心了

魏徴生的九兒子

今年長成十三歳

我有寶貝交與祢

鑛①天帽子登雲履

三件寶貝祢收好

只見怨氣透天廷

玉皇大帝口内稲

要到三界去請神

限住上方文曲星

故爾驚動玉主君

便叫太白李長庚

除非上方捲簾星

現在室山護書文

理當替主了願心

去ﾛﾘ九郎轄家門

還有降龍索一根

送與魏家九郎君

①原寓作“專”，應作“讃”字｡下同。 26
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太白金星領玉旨

下了三十三天界

金星立姑雲端裏

帯領寶貝下天門

到了室山小嘉价①

看見九郎濱害文

-78‐



龍頭拐杖指一指

左眼不跳右眼跳

心驚肉跳坐不住

金星就把神通顯

烏鴉不住當頭曝

此烏能知禍福事

父有難來母有難

不如去把先生稟⑤

將身來到書房内

九郎檬朧眼難膵

前心不驚後心驚

花園玩要散精神

遣②只烏鴉空中鳴

九郎心裏暗況吟

莫非家中有事情

奇奇捜捜有難星

收拾回家走一程

便把先生口内稲

①原嶌作“分” ，今改，下同。九九年本作“城” ◎

②原嶌作“遺” ，形近而誤，今正。下同。

③原嶌作“井”，九九年本作“稟，'聿應作“稟”。下同。 27
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學生攻書六年整

今日我要回家去

呂宜蕊説心歓喜

既然祢要回家轄

説罷開了書箱子

上元甲子交代祢

中元一巻花甲子

下元甲子也把祢

送祢一本通天律

寶剣一把交與祢

此剣上面接七星

九郎隻手來接過

未曽回家看隻親

特來稟告老先生

ﾛﾘ聲學生小魏恂

我今送祢貴寳珍

三元天書手中存

讃熟①能知普天星

念了曉得世上情

看知幽冥十八層

學習天文地理情

有話ﾛ分附休記心

降龍降虎斬妖精

收在書箱裏邊存

28①原篇作“丸”“熟”之俗弔今正下同。い、、，
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書房拝別先生駕

將身來到香房内

學生攻書已六年

今日我要回家轄

師娘聰説如此話

今日祢要回家去

花剪一把相送像

香房去別師母親

口將師娘ﾛﾘｰ聲

未普回家看隻親

特來拝別師母親

便把學生ﾛﾘｰ聲

我也送祢貴寳珍

異人傳授法術能
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剪成紙人和紙馬

送祢一根金銀子

若遇①江海不得過

九郎用手來接過

寶貝收在書箱裏

撒手放去能交兵

本是犀牛角彫成

此叙一指現路程

拝別師母出房門

還過束脩總分清

①原篇作“迂”， “遇”之俗鵠下同｡九九年本作“到”。 29
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書房舜別先生駕

肩挑書箱和行李

今年今日來分別

九郎蕊説棹下涙

回家看過隻父母

衆人分別轄家門

歩歩向前將城出

歸心如箭回家轄

按下九郎路上話

金星落雲揺身鍵

將身姑在三盆路

小魏恂往前行

又別一宗同學ｲ門

先生同學送出門

何日何時再相見

便ﾛﾘ先生同學ｲ門

還到母校濱書文

軍表九郎回家去

逢人問路往前奔

那柏山高和水深

再表雲端李金星

愛個白髪老年人

專等魏家九郎君

串成十字遇仙人

30
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魏九榮

見一位

不知他

李太白

父姓什

祢乃是

少年人

馬什麿

魏九榮

稠一聲

住断江

東門襄

在路途

年老者

名和姓

向前來

母姓誰

排行幾

信不在

遊荒外

聴得説

老公公

金華府

紅絨巷

正往前走

白髪壽星

捲住去路

先ﾛﾘ郎君

家住郷裏

ﾛﾘ什學名

書房讃害

郡裏行程

回言便答

轄我説明

藺溪縣城

是我家門

31
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魏玄成

馬李肖

生下我

數老九

六年整

想父母

迷失路

請指鮎

聴得説

魏家子

從湘江

祢家中

我父親

母乃是

我的母

我乃是

在嶌山

忽然問

到此虚

望公公

李太白

ﾛﾘー 聲

我方オ

聴人説

掌朝丞相

三位詰①命

兄弟九個

名ﾛﾘ魏恂

將書攻讃

特回家門

不知去向

世不忘恩

開吉便道

書生魏恂

藺溪縣過

遭了難星

①原嶌作“浩” ，形近而訓。下同。 32
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祢父親

恕老年

限十天

十日後

祢兄長

祢母親

魏九榮

望公公

李太白

我老漠

祢遅快

若遅延 了

了
罪
請
請
個
堂
説
念
公
來
轄
誤

法
死
神
能
八
後
得
慈
相
地
家
④

逆
免
將
不
人
在
聴
生
叫
特
回
耽

唐王天子

收禁牢門

官還原職

定罪斬刑

井無主意

望祢回程①

二目棹涙

搭救父親

不要啼突

救祢今尊②

是⑤馬上策

祢父性命
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作
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作
》

篇
寓
意
篇
》

原
原
原
原
》

①
②
③
④
》

太白金星開言道

不要在此悲切苦

説罷用手只一指

叫聲魏家九官人

要救祢父快浮身

化池清泉緑況況

-81‐



姜下書箱脱衣衿

跳入池中就淨身

那邊余⑤起一死人

可憐滝死少年人

反説別人命歸陰

一陣狂風好驚人

只落梶棒共衣衿

跳入池塘④涙紛紛

蓬頭赤卿信回程

九郎一見心歓喜

潭身衣服都脱下

一個猛①子冒到底②

九郎一見心難捨

不知自己凡胎脱

正在驚慌無進退

脆去巾兒和蛙機

九郎一見慌張了

ﾛ叫我今朝如何好

・
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》

正
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。
》

今
接
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》

，
亘
。
俗
》
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，
言
之
呼

而
中
方
”
”

●

近
水
。
塘
一
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入
”
亜
〃
●
●

〃
●

，
跳
歳
，
》

上
廓
”

夕
ダ
ダ
夕
●

茄
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作
炉
》

從
當
磁
亜

応

●

作
説
意
作
一

惠
句
文
憲
一

原
此
濾
原
》

①
③
③
④
》

ﾛﾘ聲相公莫涙淋

軽襟一隻總現成

還有絲鶯帯一根

拝謝公公老年人

腰束降龍索一根

不大不小總就身

那邊來了祢父親

太白金星駕了雲

ﾛﾘ聲魏家九書生

巡天御史李長庚

都是無償貴寳珍

讃天入地去請神

太白金星開言道

我有一個蕾帽子

若不嫌蕾贈送祢

九郎用手忙來接

頭戴讃天帽一頂

胎I下穿起登雲履

金星當時生一計

咲得九郎回頭望

金星姑在雲端裏

我乃不是別一個

方オ送祢三件寳

頭上戴的鑛天帽

35
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能走陽元各廟門

東海借馬借龍神

眼我脚下駕祥雲

二目閉得緊呑呑

到了藺溪小東門

忙壊雲中李長庚

回到霊霄交旨文

卿上穿的登雲履

腰問束的降龍索

快些合眼念甲子

九郎鑪説心歓喜

耳邊只聰風聲響

九郎姜在塵挨地

滝①埋九郎凡胎鵠
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軍表九郎回家門

小東門在面當迎

到了自家大府門

門貼封批②好幾層⑤

裏邊安童把話問

按下金星歸上界

按下雲頭方畷眼

肩背書箱將城進

爲何不見人來往

九郎用手拉門扣
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作
作
一
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滝
寓
篇
一

原
原
》
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①
②
③
》

不知皇法責L胡行

八位老爺總在京

後門去見太夫人

ﾛﾘ聲安童小家丁

是祢九爺回家門

我起封批祢開門

原來九爺轄家門

九郎適歩往裏行

音信②無聲好冷淨

家中齊突一條聲

低突猶⑤如捜捜ｲ門④

適開大歩走上廟

誰人大臆把門拉①

相爺現在天牢内

前門皇上封了門

九郎鑪説忙回答

我乃不是別一個

天大事件總有我

安童鑪説好歓喜

随即隻手把門開

進了一二三座門

來到五花廃堂上

高突好像生身母

九郎姜下書箱子

①九九年本作“扣” ・作“扣，，為長。

，同音而誤，今正。九九年本作“寂童無聲好冷淨”② 原寓作“姓”。

③原嶌作“尤” ，今n号。

④ 原寓作“門”，：“ｲ門”，俗常通胤下同。 37“門”、
e
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拝見三位老母親

攻書六年未回程

爲何突得這様形

串成十字見母親

隻膝脆下

聰兒話云①

花花世界

朗朗乾坤
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除皇親

父丞相

不知道

叫祢兒

井國戚

母詰命

爲什麿

猜②不透

我家爲大

皇封爲君

母親悲突

恩桂⑤在心

①原篇作“壷”＝，擦義正。一

②原篇作“祥” ，九九年本作“猜” ，今箙。

③原意作“卦”，音形並近而誤，今改。 38
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長果 是我八兄‘件逆老母

莫非是衆捜捜得罪①娘親

肖氏夫聴得説隻目流浪

リー聲九榮兒祢不知‘盾ロ

井不是八兄長件逆與我

説作家宗捜捜和睦②1l孝頂

因唐干遊弛府將願來許

要了那自洪門金去請三神

恨只恨干嘔密姦庸奏本
j

唐天子撰祢父去領公文

伽父親年紀去不能去請

怒惜了唐天子 斬休父親

①原寓作“徳對” ，音近而誤，今正。九九年本作“冒犯娘親” 。

②原篇作“陸”，形近而誤，今E｡ 39
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程 伯父閑金殿

十日後不能請

爲娘的描指算

到明天午時刻

杠生下九個子

皆不能替祢父

就爲了這件事

谷ﾛ叫休爲娘的

魏九榮聰得説

ﾛﾘｰ聲親娘母

九郎將身來爬起

硬保十天

壹命歸陰

今朝九天

性命難存

成何有用

斬姦除根

性命難保

信不傷心

微微①壹笑

大放寛心

叫聲我母祢放心
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兒説未了天大事 原來這鮎小事情

①原篇作“未未” ，音近而誤，今Fo 40
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母親捜捜不要突

唐王肯把父親放

唐王不把父親放

兄弟九個興人馬

把這昏王殺棹了

朝陽正宮是我母

肖氏夫人一聲喝

魏家四代忠良將

祢的胎毛不普乾

小小年紀説大話

厨中有飯吃飽了

寧可去個年老的

我上朝廷見當今

我替父親去請神

我與昏君併條命

殺上金①殿滅②昏君

扶住⑤父親坐龍域

東宮太子兒爲君

大鵬畜生了不成

信肯落個反叛名

一口乳牙未脱淨

無道程能去請神

遠走高飛去逃命

侭肯康個少年人
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九郎鑛説回言答

寧可去個少年的

参参好比一裸樹①

兒比園中撤韮②菜

就是咳兒有長短

母親説我年紀小

甘羅⑤十二歳爲丞相

楊香十二歳能打虎

紅咳當初年紀小

四個金剛發身大⑤

燈籠雛大没斤雨

今日天晩來不及

我母説話理不順

信捨父親老年尊

連根抜去影無形

割去頭刀二刀來

八個兄長養隻親

兒將古人比祢聴

兒比甘羅長一春

王祥十四歳臥寒旅

五十三参④拝観音

反與和尚看廟門

秤陀難小墜千斤

明日大早兒上京

①南通本、九九年本均作“一裸意”。

②原篤作“韮”，筆誤，擦義正。南通本、九九年本均作“韮”。
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③“羅”原惠作“露” ，音近而誤，今正。下同。

④原嶌作“惨” ，擴義箙。九九年本作“能去樛奔観世音” 。

⑤南通本作“金剛雛大不中用” 42．

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

読罷手捧書箱子

鮎起一支通蝋燭

用心學習通天律

一夜就把書讃熟

九郎洗瞼吃早膳

七星寶剣腰間掛

將身來到後堂内

今朝有了十日整

肖氏夫人聰得説

長安離此路途遠

就是遅到長安地

年小那知皇家攪

轄簿①抹角奔書庭

用過晩飯看書文

三元天書學完成

次日五更大天明

整②起衣帽走上廃

花剪金銀帯在身

拝見三位老母親

兒上京都替父親

我兒説話欠聰明

今日億得到京城

要救祢父不可能

騰雲駕霧祢信能

①原篇作“湾'’ ，今箙。下同。

②原嶌作“箙''， ‘‘張”、 ‘‘整”，俗常通偶今玖 43
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九郎回吉不妨①事

國家槽儀兒皆憧

母親捜捜休悲切

肖氏夫人無可奈

我兒定要上京去

進朝先會二兄長

看見和尚叫長老

年老之人稲伯叔

九郎回吉兒曉得

無用兄長會什的

看見和尚叫禿鱸

年老之人當兒子

ﾛﾘ聲母親祢放心

騰雲駕霧蕾螢生

三日之内看父親

一聲長嘆ﾛﾘ妓生

諸凡事件要小心

細心小臆見唐王

遇到道士稲玄真

同年班構兄弟椚

不必母親細町ﾛ寧②

國法槽儀總知情

遇到道士罵犬生

同年班輩算會孫

①原嶌作“不方” ，應作“不妨” ，今正。下同。

②原嶌作“吟” ，擦九九年本改。 44
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肖氏夫人慌張了

九郎來到天井裏

口内念動花甲子

叫聲母親兒去了

肖氏夫人撞頭看

好了好了真好了

太太在家安心放

一駕祥雲來得快

按落雲頭登凡地

皇門官兒二兄長

七星寶剣交與祢

魏炊連忙來接過

冤家必定惹禍根

顯個神通與母親

脚下悠悠騰了雲

保重貴鵠莫勢神

拍手打掌笑個昏

魏家又出一能人

軍表九郎去見君

到了長安大國城

到了唐王午朝門

九郎向前把攪行

弟去見駕救父親

祢去見駕要小心

45
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九郎答應穗曉得

將身來到金殿下

天子殿上開金口

祢是朝前誰家子

寡人不曽招選祢

九郎開吉便啓奏

我是魏徴第九子

主公要把神來請

望主早把我父放

天子聰了心大怒

孤家江山該要滅

喝ﾛﾘ金瓜和武士

顛目大脂進午門

二十四拝見當今

便問殿下少年人

快快奏與孤家聞

顛①見寡人馬何因

口稲萬歳納小臣

名ﾛﾘ九榮字魏恂

限②住我父在牢門

我代主公去請神

喝罵魏家小逆⑤臣

玩童也來戯寡人

享下狂④生小魏恂

①疑誤，待考。

③原篇作“陥” ，同音而誤，今正。

，橡義正。九九年本作“小畜牲”③原富作:"遂”。

④原篇作“狂”，形近而誤,今正｡九九年本作“狂”字。 46
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●

令 瓜武十朝ト湧前向來掌九郎君

九郎一見'1,j 記起天書上面一裏 想云

看念念定身究語緊祭試試陰陽一不壼

内念記定身究 定住令瓜武十ｲ門口
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雨班文武如釘定

九郎一見心歓喜

小臣読吉冒犯祢

天子一嚇慌張了

祢説會把神來請

若知天文和地理

九郎⑤念起放身兇

放了金瓜和武士

朝看九郎目麦①眼晴

大起臆來ﾛﾘ唐君

快鮎掌我問典刑②

叫聲魏家小愛卿

放了武士破天文

方可三界去請神

金瓜武士總動身

九郎向前啓奏君

①“暖” ,gxuan,大目。九九年本作""''(疑當為"H乏")。

，同音而誤，今正。九九年本作“斬刑”②原惠作“鮎形” 。

47③原嶌作“神” ，今砺。
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談 起天文和地理從小念的上大人

只要主公出題目小臣對答講祢聴

唐王一想開金口ロリ聲卿家聰寡人

天到地（論文九郎對答不唱①）有多遠南北周園那方寛

日出東方何虚出幾里推雲塞海岸

星月占地多少畝世上草木有幾盤

什麿星兒前娘養什麿星兒後娘生②

什麿星兒挑過推河⑤什麿星震得眼晴川④

什麿星下方受孤潤什麿星下界得團圓

什麿星兒下界残⑤人血什麿星下界倣高官

什麿星兒懸空桂什磨星君案定盤

什麿星不⑥離准河口 什麿星緊案月邊ﾉII

天上准河有幾簿⑦幾曲幾簿住星元

①“説文九郎對答不唱”，南通本、九九年本均無此八字。

②“什麿星兒後娘生，，，抄本原無此句，擴九九年本補。

③“什麿星兒挑過推河”，抄本原無此句，擦九九年本補。

④末一宇残，擦九九年本補。

⑤待考。“残”，疑為“餐”・南通本作“食”，九九年本作“吃”。

⑥原誤篇“下”，檬九九年本改。

⑦原惠作“瑛”，擦九九年本改｡南通本作“推河轌曲有幾弩” 48
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頭壹雪子郷個住 第二簿子郷個安①
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梛雪對了第幾弩

多少年來開花多少年結果

共⑤結多少仙桃子

邸個愉桃誰人吃

什麿人在芳來守看

什麿人吃了仙桃子

天上邸④個常十八

月裏老兒姓什磨

手執斧頭幾斤重

月中稜羅共幾枝

幾枝長的朝上長

第幾弩裏有桃園②

多少年成熟果周全

多少甜來多少酸

郷個吃桃説桃酸

什麿人慶祝過桃園

與天同慶没春寒

看見推河幾次旱

幾歳提斧欣稜羅

梛方欣下一枝河

幾枝⑤長來幾枝短⑥

幾枝短的往下圏

①九九年本作“登”字。

②原嶌作“圓” ，擦義改，下同。

③原嶌作“供” ，今箙。

④原嶌作“那” ，今箙。

⑤原篇作“支” ，今箙。下同。

⑥原寓作“知” ，橡上下文義正。 49
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金 難姑在邸①枝上頭朝明I②裏閖喧喧

説一盤來破一盤量天尺是梛個傳

造是天文一段景程快對孤從頭⑤喧

祢若對出天文理封祢三界符使官

如有一言對錯了推出午門斬雨段

九郎金増忙啓奏口穗萬歳聴臣喧

主公説的混天球爲臣知道本根由

天到地廿一万六千七百八十一里半東西窄來南北寛

日出東方扶④桑出萬里推雲塞⑤海岸

星月占地三十畝世上草木總一盤

燈草星兒前娘養石頭星兒後娘生⑥

石頭星槍⑦過推河口 燈草星兒震⑤得眼晴川

①原篇作“那”，今正。

②原嶌作“那”，今正。

③原篤作“亘”，九九年本作“頭”字，今正。

④原篇作“巫”，今正。
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⑤原篇作“寒” ，形近而誤，橡前文正。

，南通本、九九年本均作“生” ，今箙。⑥原篇作“傳”

⑦“槍” ，九九年本作“挑”字。

50③原惠作“振”，擦前文改。
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巽 離星下方受孤凋和合星下界得團圓

白虎星下界残人血文曲星下界倣高官

北斗七星懸空桂紫微星君案定盤

踏車星不離准河口 鳥兒星緊集月邊川

天上推河共九曲四曲五簿住星元

頭壹弩子張郎住第二雪子李郎安

三曲對了第六弩九雪裏面有桃園

一千年開花二千年來オ結果三千年成熟果周全

共結九百仙桃子四百甜來五百酸

行者愉桃唐僧吃唐僧吃桃減桃酸

二郎在芳來看守八仙慶祝過桃園

王母吃了仙桃子與天同慶没春寒

51
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天上二郎常十八

月裏老兒本姓呉

手執斧頭七斤重

月中稜羅共九枝

四枝長的朝上長

金難姑在中枝上

説一盤來破一盤

這是天文一段景

萬歳蕊説心歓喜

祢能對出天文理

上界天仙八郎宮

中界雲仙九郎官

記得推河三次旱

七歳提斧欣稜羅

東南欲下一枝何

四枝長來五枝短

五枝短的往下圏

頭朝西北閑喧喧

量天尺是二郎傳

果普差錯半毫分

ﾛﾘ聲魏家九愛卿

鑪孤封贈祢當身

霞霄殿上請玉君

去請東嶽天齊神

52
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下界水仙五郎官

三界符官都是祢

儒程道教都敬祢

幽冥地府請閻①官

只換衣帽不換人

洪山堂内祢爲尊
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心

恩
人
恩
深
放
神
人
存
門

謝
寡
謝
露
不
請
全
中
牢

不
蕊
不
雨
我
去
雨
手
奔

下
家
何
恩
牢
界
孝
郎
歳

在
卿
為
龍
天
三
忠
九
萬

郎
叫
家
主
在
到
是
與
謝

九
便
卿
謝
父
我
這
交
奔

萬歳封了大半刻

天子看看又②開口

是否嫌孤封贈小

九郎一聴忙啓奏

官位不問大和小

望主早把我父親赦

唐王天子龍心喜

即把赦⑤書來嶌起

九郎接過赦書旨

①原寓作“周”“閻”之俗字。下同。，

②原篇作“有” ，擴九九年本正。

③原嶌作“都” ，形近而誤，今正。 53
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總是魏徴結拝人

拍掌大笑程咬金

我椚去看祢今尊

只見丞相蕊了形

長呼短嘆放悲聲

個個傷心涙淋淋

勢墜秦遼誰不聞

官高爵顯古人云②

拝見生身老父親

攻書六年未探親

今日上朝替父親

串成十字進牢房

後眼瓦崗人一宗

徐動①秦瓊尤俊達

高ﾛﾘ仁佳慢些走

衆人來到天牢内

手鍔卿錬閏床上

人人看見心悲惨

父子九個馬官職

真是伴君如伴虎

九郎來到天牢内

不孝咳兒離膝下

昨日回家探過母

宗朝官閑嘆⑤了

①原寓作“動” ，《説唐》作“徐動” ，今箙。

②原篇作“壷，，＝，擦義正。

③原篇作“吐”“囑”之俗字。 54
，
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高冠陪董①

銀燭偉煙

府羅將相

執熱願涼②

矯手頓足

魏九榮

ﾛﾘ獄官

四周園

老魏徴

聚公卿

進天牢

快鮎起

看不見

在閏床

向前來
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把魏徴

除刑具

潭身上

天牢内

泉子上

祢一杯

蒙泉兄

起
起
衣
張
錆
蓋
捨

扶
代
換
一
酒
一
難

忙
忙
更
設
揺
他
情

藍筍象床

宣威沙漠

乃服衣裳

戸封八仙

菜重芥薑

川流不息

豈敢毅傷

①此段第三行均擦《千字文》篇。原篇作“高官排葦” ，應作“高冠陪箪” ◎

②“執熱願涼”，九九年本作“器欲難量” 55。
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魏玄成

講的是

忽想起

恨只恨

唐太宗

定要我

因年老

芸在那

若不是

要不然

今日裏

上金殿

用飽了

國家話

唐皇王①

王樋密

篇三封

去請神

不能去

天牢内

魯⑤國公

老性命

薦九榮

奏帝王

具膳餐飯

摩侍己長

龍師大②帝

鳥官人皇

雲牒簡要⑤

天地玄黄

吊民伐罪④

器欲難量

孔懐兄弟

捕獲叛亡⑥

猶⑦子比兒

頼及萬方

①“唐皇王'，前原術“國”字，今剛。九九年本作“唐皇王”。

②原罵作“大”，筆誤，應作“火”。

③原篇作“賤帖簡要”，橡《千字文》改。

④原篇作“弔民法罪”，携《千字文》改。

⑤原篇作“曹”，橡《説唐》程咬金封為魯國公・曹国公乃徐茂公。九九年本作“魯”字。

今改。

⑥原篇作“捕獲叛雲”，橡《千字文》改。九九年本作“率寶歸王”。

⑦原篤作“擾”，擦《千字文》改。56
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相
官
蓋

丞
朝
不

魏
宗
吉

説不蓋

只聴得

千字文

岡談彼短

’陳①‘曜恐怪

鳴鳳在竹

-92‐



請魏徴出天牢

九郎扶起生身父

天牢自有人收拾

將身來到金増下

唐王撞頭膵龍④目

委⑥屈丞相年逼老

孤家再不加⑦封他

萬歳想⑧畢離龍位

不是孤家難爲祢

白駒②食場

衆人眼随出⑤監房

軍表魏徴見唐王

二十四拝見聖上

不谷ﾛ⑤心中嘆一場

髪髪蒼蒼如白霜

衆位皇兄冷心腸

御手相樛叫丞相

九郎侭能保孤王

①原篇作“驚'， ,檬《千字文》改。九九年本亦作“棟” 。

②原篇作“豹” ，擴《千字文》IEo

③原意作“云'， ，形近而誤，今正。九九年本作“出” ◎

④原篇作“職” ，篠義正。九九年本作“龍” ◎

⑤“谷ﾛ” ，當為慾覺” ，音近而誤。

⑥原誤篇“倭” ，擴義IE。

⑦原嶌作“駕” ，九九年本作“加” ，今箙。

③原篇作“志”“想”之俗鵠。 57，
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謝

要
牌
馬
祢
恩
武
馬
馬
祢
子
了
孝

不
馬
下
與
把
共
行
來
爲
款
來
壷

孤
下
都
賜
忙
文
能
騎
難
程
也
難

糧
起
子
牌
⑤
朝
來
兄
道
金
後
忠

鋳
造
太
金
急
滿
牽
仁
説
咬
随
蓋

溪
前
親
死
徴
了
寳
是
徴
別
郎
兒

薗
門
皇
免
魏
來
叔
這
魏
鮮
九
咳

賜與ﾘ即家善無常①

文武百官奔忠良

孤行三歩過府堂

永不遣②祢上朝綱

鮮王別駕出朝綱

魏家八子接得慌

口稲丞相祢在上④

今日奉還祢回郷

多蒙衆位費心腸⑤

即刻上馬出朝綱

隻膝脆下叫父王

不能回家奔別娘

①“養無常“，九九年本作“養育恩”，待考。

②原篇作“遣'，，擦義正。

③原篇作“即”同音而誤，今正。

④末二字残，橡九九年本補。
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⑤原篇作“場”，擦義正。 58

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．....．...．．．...........．.．.．..．..．......｡．･･･。.･･･・・・・・・・････････････・・・・・・・････●･●●●●●●●

叫聲我兒魏九郎

細心小膿見唐王

早早回家見親娘

再表九郎見唐王

口穗萬歳駕在上

萬歳果曽備表章

三日之前就停①當

武將惠好帖三張

寡人玉璽印在上

又稲唐王有道王

オ要三色馬絲纒

孤有龍馬請三皇

涙
請
會
府
下
請
的
表
套
過
請
有

下
神
門
相
増
神
成
道
封
接
神
有

流
將
洪
回
金
將
現
三
倣
忙
將
有

説
公
過
徴
到
公
道
成
娘
手
界
道

鑪
主
了
魏
來
主
回
修
娘
隻
三
説

徴
代
主
表
身
替
王
官
宮
郎
到
王

魏
祢
替
不
將
臣
唐
文
三
九
我
唐

①原惠作“付”“停”之俗字。 59
，
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焚
相
章

皇
王
藏
王
上
當
上
王
中
丞
喪
三

玉
齊
地
龍
身
停
殿
唐
火
魏
命
表

請
天
請
我
藏
要
擢
嚇
表
害
把
模

界
嶽
界
馬
手
個
盆
通
①
②
火
龍

上
東
下
借
接
一
火
神
帯
残
投
⑤

到
請
匹
去
郎
盆
刻
個
人
來
法
惜

能
能
少
要
九
火
即
顯
連
又
耀
可

唐僧取經白龍馬

漠王遣下黄彪馬

三色龍馬有雨匹

孤篇一道皇聖旨

説罷聖旨來篇好

開言又叫萬歳主

萬歳殿上傳下旨

九郎一見火盆到

將身跳入火盆内

金殿傭伏王根密

九郎不能將神請

焼死九郎不要緊

０６
亜
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

。
●

●

假
。
》

通
正
》

常
本
》

俗
年
一

，
九
亜
九
》●

Ｏ
夕
●
ク

帯
檬
》
◎

必
皿
，
，

、
耐
憎
一

Ｊ

，

●
〃
●

代
椥
誹
一

妬

●

，
，
，
●

●

０
″

●

，
，
夕
●

，
，
●

代
戒
借
“
●

侮

応
猛
亜

作
作
作
》

寓
意
恵
一

原
原
原
》
●

①
②
③
唖

計
事
殼
妨
脱
不
蝉
吉
金
回
爲
王
此
唐

子替父死孝名揚①

程回魏徴把罪當
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口稲萬歳有道王

オ能三界請三皇

又掌我父是信様

望見九郎在天上

地上又無檬他棒

爲何九郎法力強

出此能臣保朝綱

休②要嚇壌祢孤王

ﾛﾛﾘ樋密祢思量

三番雨次傷天良

九郎雲端開言道

火化龍模三道表

臣到東海去借馬

唐王皇帝橿頭看

上天無繩把他鑿

人人都是父母養

想必孤家洪福大

ﾛﾘ聲ﾘ即家下來ﾛ巴

九郎收雲金増姑

魏家與祢何仇隙

①原篇作“楊” ，橡義正。

②原篇作“体”，筆誤今正。61
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蓋忠保國子孫昌

大人心中細参詳

改悪從善倣忠良

又別文武出朝綱

七星寶創帯身上

九郎救父回府上

大家休息談家常

東海借馬闇龍王
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中国伝統芸能の音曲と歌辞の関係についての計量的研究
基盤研究(C)課題番号16520203平成18年3月

如皐童子戯唱本目録（稿）
上田望編
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題目 抄罵者
■
ｑ
■少篇時期 葉數 地熱 備考

魏九郎出世／九郎官三界請神 夏伯銀氏
が雇った
抄工

1999年 41如皐市
東陳鎮

書名については、表紙及び末葉には「魏九郎出
世」とあるが、見開きには「九郎官三界請神」と
ある。抄篇時期については末葉に「1999年農12月
18日銭｜とある

魏九榮出世 夏伯恨 未詳 62如畢市
東陳鎮

表紙に「魏九榮出世／全集／敬業一心堂／夏伯
銀」とある。

三界表全本 夏伯恨 未詳 22如皐市
東陳鎮

見開きには「三界表全本三筒十字」とある。ま
た末葉に護符に関する記述？

＝這記 冒建華 1998年 28如畢市
東陳鎮

表紙に「如皐市東陳鎮十三大隊9隊冒建華唱用／
三逼記／1998年元月元日」と記されている。

珍珠塔 李家和
(山河村

在住の童
子戯愛好
家）

2002年 47如皐市
東陳鎮

表紙に「弘山堂」の文字があるが「洪山堂」の誤
り。見開きには「珍珠塔／二零○二年農暦庚午三
月中旬／李家和録抄」とある。「庚午」の横には
「壬午」の2文字が書き添えられており、こちら
のほうが正しい。明代の故事。方卿が科挙に合格
し、彼に珍珠の宝塔を贈った翠蛾及び賓金と結婚
するという才子佳人物。弾詞や越劇など多くの芸
能・演劇にレパートリーがある。

蒔丁山征西全本 李家和 2005年 23如皐市
東陳鎮

抄嶌者は記されていないが、字体からみて李家和
氏。表紙には「演唱詳丁山征西全本／歳次乙酉鶏
年七月下旬録嶌」とあるが、見開きには「演唱詳
丁山征西全集／歳次乙酉鶏年7月中旬謄録」とあ
る◎

劉金定三下南唐上下集 李家和 2004年 43如皐市
東陳鎮

表紙に「劉金定三下南唐上下集／甲申年李家和
抄録」とある。宋代物。《劉金定大戦南唐》また
は《宋太祖下南唐》というタイトルで知られ、評
書など多くの芸能に演目がある。

羅通掃北全集 李家和 2005年 37如皐市
東陳鎮

見開きに「羅通掃北全集／歳次乙酉鶏年七月上旬
謄録／朧西堂李記」とある。また、末葉に「第一
箇十字」云々の記述がある。《羅通征北》、《説
唐後傳》、《羅成叫關》、《興唐後傳》など様々
な題名で評書を初め、多くの芸能に取り上げられ
ている作品。

陳世美不認前妻 李家和 2004年 47如畢市
東陳鎮

表紙に

李朧
／二○
物。《

｢陳世美不認前妻／歳次甲申年冬月下旬／
朧西堂」とあり、見開きに「陳世美不認前妻
二○○四年冬月下旬／李家和録」とある。宋代
《秦香連》として有名。

金鍾記全集 夏伯銀 1998年 68如皐市
東陳鎮

表紙に「金鯛記全集／敬葉一心堂／夏伯銀抄」と
ある。「葉」は「業」の誤りであろう。末葉に
｢金鍋記全本念完夏伯銀抄／公元一九九八年農
暦前五月二十日出板」とある。内容は高文亮が前
妻の陸丁香と二人の子供を捨てる話である。《金
鍋記》は山西沁県の沁州三弦書に同名のものがあ
るが内容が同じかどうか不明。漸江衡州市の漸西
道情、金華市の金華道情にも《金銅記》の演目が
ある。このほか『古本戯曲劇目提要』にも《金擢
記》の紹介がある。

乾隆皇帝下關西上下全集 夏伯銀 1991年 37如皐市
東陳鎮

表紙に「乾隆皇帝下關西上下全集／夏伯銀抄」と
ある。また末葉に「一九九一年農暦五月十二日出
板／頁伯銀抄｜とある㈲

兄妹分桾 冒建華 1995年 30如皐市
東陳鎮

表紙に「兄妹分桾／冒建華」とあり、第一葉行頭
に「如畢市東陳鎮十三大隊九隊冒建華唱用」と
ある。また末葉に「一九九五年三月初五日抄録」
ルある‐明代虎〃年間の兄妹の物語向



白馬駄戸劉文英／玉帯記 冒建華

楊家將／雨狼山小祭祖 冒建華

如皐童子戯唱本目録（稿）
上田望編

1997年 38

2004年 34

如畢市
東陳鎮

如皐市
東陳鎮
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表紙に「白馬駝F劉文英（玉帯記）／冒建華手抄
／如畢東陳楊枝九組／（97.1）」とある。「駝」
は「駄」の誤りであろう。第24葉に「那見白馬舵
死人」とある。宋代故事。劉文英（金童）と陸青
蓮（玉女）の物語。楊二という悪人に殺された劉
文英の死体を白馬が見つけて運び出し、包公が裁
くという筋立て。越劇《碧玉帯》とこれと同じ配
役であるが、木魚書の《碧玉帯》は時代設定が唐
代で全く異なる。また紹興安昌には
巻》もあるという。

《碧玉帯宝

表紙に「《楊家將》／雨狼山小祭祖／唱書藝人：
冒建華／家庭住趾：如皐東陳楊枝九組」とある。
また末葉に「公元二○○四年十月二十七日落筆」
とある。末葉に「大祭祖上表分明」という唱句が
ある、楊家將物。


